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はしがき

わが東大阪市の東にそびえ立つ生駒山地のふもとには、先人の残した貴重な

文化遣産、遺跡が数多く眠っています。本市ではこれら遺跡・埋蔵文化財を保

護、顕彰する立場から昭和47年に文化財課を設置、郷土博物館を開館するなど、

広く市民の方々に文化財の活用と普及に努めてまいりました。

平成11年度より、個人・小規模事業主を対象に遺跡内での個人住宅建設工事

だけでなく、一定規模以下の賃貸共同住宅等建築工事に伴う発掘調査経費の一

部を公費負担する制度を、国（文化庁）・大阪府教育委員会のご協力を得て実施

しております。今回報告します遺跡の調査概要には、上記の公費負担による調

査も含まれております。調査成果は次章以下に記すとおりですが、縄文時代から

中世・近世期にいたる各種の遺構・遺物が多数発掘されました。これらは次世

代に引き継ぐべき貴重な考古資料と言えるでしょう。

本書が埋蔵文化財保護行政の実績報告書としてだけでなく、地域の歴史を掘

り起こす冊子として広く読まれることを期待します。

最後になりましたが、調査の実施にあたり多大なご協力を賜りました個人・

関係機関に対し、厚くお礼申し上げます。

平成14年3月

東大阪市教育委員会
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例 言

1 本書は、国庫補助50%・ 市負担50%(総額10,000,000円）で実施した、個人住宅建設工事及び個

人・小規模事業主による賃貸共同住宅建設工事に伴う発掘調査の概要報告書である。

2 調査は、調査原因に係る個人・小規模事業主の依頼を受けて、東大阪市教育委員会文化財課が実

施した。

3 現地の土色および土器の色調は、農林水産省農林水産技術事務局監修• 財団法人日本色彩研究所

色票監修『新版 標準土色帖』 (2000年版）に準拠し、記号表示も同書に従った。

4 一部の調査では、遣構名称に略号を使用した。略号は以下のとおりである。

SP ピット・柱穴 SD 溝・溝状遣構

SB 掘立柱建物 SK 土坑

sx その他の落ち込み状
遣構

5 現地調査の実施・ 進行、遣物整理および報告書作成にあたり、下記の方々からご協力いただいた。

記して謝意を申し上げる次第である。

志村治恒• 辻井 節• 桜井一義・米島安一• 藤井一彦・中村岩見

渡辺晃宏• 市 大樹• 水野正好• 木下密運• 小池 寛• 小野友記子



第1章 平成13年度埋蔵文化財発掘調査・確認調査の概要

平成13年度の文化財保護法第57条の 2・3に基づく埋蔵文化財包蔵地での届出（通知）件数は平成

14年2月28日現在で届出は598件、通知は67件、合計665件である。届出（通知）工事の内訳は下記

のとおりである。

個人住宅 118件 分譲住宅 247件

その他建物 39件 道路 8件

共同住宅 21件

学校 3件

工場 3件

宅地造成 7件

店舗 10件

公園造成 2件

ガス 85件 電気 3件 水道 17件 下水道 101件 電話 1件

665件の届出（通知）の指導事項は発掘調査99件、工事立会239件、慎重工事327件であった。

本市教育委員会では、国庫補助事業としては発掘調査指示の内、次頁一覧表のものについて実施し

た。個人住宅建設に伴う発掘調査が4件、確認調査が10件、個人が実施する賃貸共同住宅建設に伴う

確認調査が2件、同発掘調査が3件、埋蔵文化財包蔵地外の試掘調査が 1件である。

1は、前年度で確認調査が実施され第2層から弥生土器が出土し、建設工事に先立って発掘調査が

必要であった。今年度ベタ基礎で埋蔵文化財に影響を及ぼす部分27m'について調査を実施した。調査

の内容については第4章に記載している。

2は鉄骨3階建ベタ基礎、 3は木造2階建ベタ基礎、 4は木造2階建ベタ基礎、 5は軽量鉄骨2階建

布基礎、 8は鉄骨2階建杭基礎、 9は鉄骨3階建布基礎、 10は軽量鉄骨2階建布基礎、 11は木造2階

建杭基礎、 14は鉄骨造 5階建ベタ基礎、 18、19、20は木造2階建杭基礎の個人住宅である。 2は0.3

~o.4mが盛土であり、以下暗緑灰色シルト質細粒砂（旧耕土）、暗褐色シルト混じり中礫～巨礫、暗褐

色粗粒砂～細礫であった。下2層は自然河川の堆積層である。 3は0.5mまで盛土で、その下は暗赤褐

色細礫混じり粗粒砂である地山が検出された。 4は0.3mまで盛土で、その下は浅黄色細礫である地山

が検出された。 5は1.3mまで地盤改良を行なうということで確認調査を実施したが、すべて盛土で

あった。 8は1.4m、9は2m、iOはlm、8は0.2mの盛土の下に旧耕土があり、 0.7mで浅黄色シルトの

地山となる。 9はlmの盛土の下に近現代の池の堆積物があり、 1.8mで緑灰色礫混じり砂土の地山と

なる。 10は0.3mの盛土の下に緑灰色シルト、にぶい黄褐色壌土、黄褐色壌土、暗灰黄色礫混じりシル

トとなり lmで黄褐色細礫混じり壌土の地山となる。 11は0.8mの盛土の下に谷筋の堆積物である灰色

細礫混じり中粒砂、灰色細礫混じり中～細粒砂、灰黄褐色細礫混じり粗粒砂、灰オリーブ色粗粒砂、

にぶい黄橙色細粒砂～極細粒砂が堆積する。 14は1.7mまで確認し、 lmの盛土の下に暗緑灰色シルト

混じり粘土、暗青灰色中礫混じり粘土、暗緑灰色シルト混じり粘土と続くが埋蔵文化財は検出されな

かった。 18は古墳時代の落ち込み、土師器・須恵器、 19は古墳～奈良時代の土師器・須恵器を検出した。

6は、瓜生堂遣跡の隣接地で、鉄筋コンクリート地下 1階、地上4階杭基礎の開発計画であったの

で事前の試掘調査を実施した。地表下4mまで確認したが、既存の配水池の工事による攪乱であり埋蔵

文化財は検出されなかった。

12は鉄骨造3階建ベタ基礎、 15は木造2階建杭基礎、 17は木造2階建ベタ基礎の個人住宅である。 12

は地表下l.4~1.55mで古墳～奈良時代の遣物包含層が検出された。第 6 章参照。 15は地表下1.4~

1.5mで奈良時代～中世の、 l.5~1.7mで奈良時代の遣物包含層が検出された。第 7 章参照。 17は0.4m

で中世の遣物包含層と溝が検出されたが詳細については次年度に報告する。

13は鉄骨10階建杭基礎、 16は鉄骨3階建ベタ基礎の共同住宅である。 13は2.4mの盛土の下に植物

遣体を含む灰色粘質シルト、オリーブ灰色シルト混じり細粒砂、灰色中粒砂と地表下4.2mまで確認、 16

は0.2~0.3mの盛土の下に旧耕土、床土があり、その下はすぐに暗灰色細礫混じりシルト質粘土の地

山であり、両方とも埋蔵文化財は検出されなかった。
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平成13年度国庫補助緊急発掘調査事業実施状況

調査事業名及び用途 実施場所 担当 調査期間 調査面粕 備 考

水走氏館跡第2次発掘
五条町1320 若松

平成13年1月15日
183m' 

平成12年度調査
調査（賃貸共同住宅） ~2 月 8 日 本書第2章

山畑古墳群第20次発掘
瓢箪山町89-1 若松

平成13年2月13日
200m 

平成12年度調査
調査（賃貸共同住宅） ~3 月 28 日 本書第3章

1 
西ノ辻遣跡第44次発

弥生町1414-6 菅原
平成13年5月9日

27111 本書第4章
掘調査（賃貸共同住宅） ~5 月 25 日

2 
植附追跡確認調査 西石切町2丁目514,

菅原 平成13年5月29日 2.3111 
GL-1.lmまで埋蔵文化

（個人専用住宅） 592-1,-5 財を検出せず。支障なし。

3 
芝ヶ丘追跡確認調査

北石切町2243-23 菅原 平成13年6月1日 9mと
GL-l.4mまで埋蔵文化

（個人専用住宅） 財を検出せず。支障なし。

4 
山畑遣跡確認調査

上四条町1703-2,-3 菅原 平成13年6月8日 4111 
GL-0.Smまで埋蔵文化

（個人専用住宅） 財を検出せず。支障なし。

5 
楽音寺追跡確認調査

横小路町4丁目1467-1,-3 菅原 平成13年6月22日 4n1 
GL-l.8mまで埋蔵文化

（個人専用住宅） 財を検出せず。支障なし。

6 
周知の埋蔵文化財包 下小阪4丁目310-2,

菅原 平成12年7月4日 12m 
GL-4.0mまで埋蔵文化

蔵地外の試掘調査 -18,-19 財を検出せず。支障なし。

7 
意岐部辿跡第6次調査

御厨東2丁目716-1,-5 菅原
平成12年7月23日

191rn 本書第5章
（賃貸共同住宅） -9月20日

8 
馬場追跡確認調査

日下町2丁目1482-5 勝田 平成13年8月22日 2111 
GL-l.4mまで確認。埋

（個人専用住宅） 蔵文化財を検出せず。

， 辻子谷追跡確認調査 中石切町1丁目629-4 勝田 平成13年9月10日 2 rrl 
GL-2mまで確認。埋蔵

（個人専用住宅） 文化財を検出せず。

10 
みかん山古塙群確認調査

東豊浦町1142-6 勝田 平成13年9月21日 5 rri 
GL-lmまで確認埋蔵

（個人専用住宅） 文化財を検出せず。

11 
植附追跡確認調査

中石切町3丁目18 1 菅原 平成13年9月27日 4n1 
GL-l.7mまで確認埋

（個人専用住宅） 蔵文化財を検出せず。

12 
芝ヶ丘追跡第12次発掘

中石切町4丁目2178-3 菅原 平成13年10月4日 7111 古含屑瑣を土～検。奈出良本。書時土第代師6の章器造。・物須包恵
調査（個人専用住宅） 器出土 第

13 
高井田追跡確認調査

高井田西5丁目55 菅原 平成13年10月9日 15111 
GL-4.2mまで確認埋

（賃貸共同住宅） 蔵文化財を検出せず。

14 
植附造跡確認調査 西石切町2丁目240-1,

菅原 平成13年10月11日 4 rrl 
GL-l.7mまで確認支障

（個人専用住宅） 241-2 なし。

巨摩廃寺追跡第9次発掘 若江西新町3丁目6-20, 奈書良師時代7・章の須。饂恵物器包・含府を検出。15 
調査（個人専用住宅） 13-5,-6 

菅原 平成13年10月31日 4111 土本第器 平瓦出土。

16 
額田寺跡確認調査

立花町402-1,-4,-8 菅原 平成13年11月30日 4111 
GL-l.4mまで確認。埋

（賃貸共同住宅） 蔵文化財を検出せず。

17 
縄手追跡確認調査

南四条町754-1 菅原 平成13年12月5日 4.4n1 
GL-0.4mから中世の追

（個人専用住宅） 物包含層、溝を検出。

山畑古墳群第21次発掘 平成14年2月4日 古憤胃時代の落恵ち込みを検次出。
18 四条町479-3,-4 菅原 22.9111 土器・須器出土。 年度
調査（個人専用住宅） • 2月18日 報予定

山畑古墳群第22次発掘 平成14年2月14日 古報墳恵～奈良時代の土。師次器年・
19 
調査（個人専用住宅）

瓢箪山町932-5 菅原
. 3月5日

2s.3m 度須 告器予が定多。量に出土

20 
日下造跡確認調査

日下町7丁目776,781 菅原 平成14年3月1日 Sm'. 
GL-2.0rnまで確認埋

（個人専用住宅） 蔵文化財を検出せず。
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第2章水走氏館跡第2次発掘調査

1) はじめに

水走氏館跡は五条町に位置する、平安時代後期から江戸時代に亘り存した水走氏の屋敷の跡である。

水走氏はとくに平安時代末期から室町時代前半にかけて中河内を中心に所領・諸職を有した中世の有

力土豪で、河内一の宮・枚岡神社に奉仕しつづけていた。その記録は『水走文書』として残されてい

る1)。館跡については『水走文書』の建長4年 (1252) 6月付けの「藤原康高譲状＝譲渡嫡男藤原忠

持屋敷井所職私領等事」に「五条 屋敷ー所」として（寝）殿、廊、惣門、中門、土屋、厩屋、倉、

雑舎など 9つの建物が記されており、当時の土豪（武士）の館（屋敷）状況を知る上で貴重な記述と

なっている。

昭和48年 (1973)に実施された第 1次調査では、中世末から近世初頭にかけての建物跡（柱穴）、

溝池泉状遣構と、瓦（中～近世）、瓦質土器（橿鉢・火舎など）、土師質土器（羽釜）、土師器皿、陶

磁器、木製品（下駄・漆器など）、かんざし、貸銭（寛永通宝）などの中世前半から近世後半にわたる

遺物が検出されている 2)。また、当該地の南には文化8年 (1812)に造立された水走氏墓塔が建って

いる（図版 1)。

平成12年4月12日付けで志村治恒氏から、五条町1320における賃貸の共同住宅建設に伴う「埋蔵文

化財の発掘」の届出があった。当該地は、第 1次調査箇所にあたり、代理者を通じて協議を行ない、

建設工事に先立つ造成工事時の立会調査を実施するとともに、建物基礎工事部のうち既調査部分を除

いた約183rrlを対象として、平成13年 1月15日から 2月8日までの間、発掘調査を実施した。

注

1)「第七類水走文書」『枚岡市史第三巻史料編（一）』 枚岡市役所 1966年。

2)『東大阪市埋蔵文化財調査概報12 水走氏館跡の調査』 東大阪市教育委員会 1973年。

第1図調査地位置図 (1/2500)
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2) 基本層序（第3図 図版 1)

盛土および旧耕土を除去すると西側

（整地に伴う客土）以外の大半は地山＝

遣構検出面であった。

盛土

第1層 緑灰色砂混じり粘質土

第2層 オリーブ灰色砂礫混じり粘質

～令"!/

-, 

第3層 暗灰黄色小・細礫混じり粘質

地山

ただし、西側には近世前半の整地土＝

オリーブ灰色 (2.5GY5/1)・にぶい黄色

(2.5Y6/4)中～細礫粒砂混じりシルト

質土が見られた。
l 洲

3) 遣構と遣物

／ 建築工事に先立つ造成工事は、

―1¥ 9 ' 10門輌の搬入などに伴う道路の確保と擁壁の
設置で、盛土とともに一部切土作業が

あった。その切土箇所を対象にして立会

調査を実施し、土師器皿、陶器甕、中・近世の平・丸瓦、奈良時代後期の平瓦の各片と五輪塔の火輪

などを検出・採取した。

調査は、盛土および旧耕土（第1層）・第2層と、第 1次調査Bトレンチ内の埋め戻し土の大半を機械

と人力を併用して除去し、第3層＝地山および西整地土（近世前半）上面を精査して遺構の検出およ

び掘削作業を行なった。申請場所は近年まで畑地であったが、調査開始時には造成に伴う擁壁がほぼ

完成した荒蕪地で、調査対象地にはその工事に伴う残土＝盛土が厚く (0.l,.__,,0.5m)堆積し、この盛

土内から土師器、陶器、国産・輸入磁器、須恵器、瓦器、瓦質土器、瓦、埴輪、貨銭など多くの遺物

が出土した。

立会調査および表採・盛土内出土遺物（第4・5・10図 図版4,__,,s・10)

1 ,.__,, 3は土師器皿。 1はやや丸味をおびた底部から、ヨコナデにより屈曲しつつ外方にひろがる口

縁部。口縁端部は丸くおさめる。口径8.4cm。2は小さな底部から、大きく外方にひろがる口縁部。

口縁端部はやや尖り気味におわる。口径8.8cm。3は丸味をおびた底部から、屈曲して内弯する口縁

部。口縁端部は尖る。口径9.7cm。

第2図 調査トレンチ位置図 (1/500) 

盛土

3零,,/亨 土坑14
///盛土
¥. --- -

／ 亨 手亨
第 11/'J 緑灰色 (5G5/l)砂混じり粘質土、耕土
第2/t'/ オリープ灰色 (2.5GY5/l)砂礫混じり粘質土
第3附 暗灰黄色 (2.5Y4/2) 小• 細礫混じり粘質土
土坑14 灰黄褐色 (10YR4/2)砂礫混じりシルト質土
Pl8・31 オリーブ灰色 (5G5/l)砂礫まじり土
土坑16 黄灰色 (2.5Y4/l)・緑灰色 (10G5/l)砂礫混じり土

第3図 東壁断面図一部分

0.P. 
+650m ． 

土坑16
~ 
?' 
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7は緑釉陶器椀の底部。内外面に黄緑の釉をかける。軟質

の胎土で京都産と思われる。 9・10・14は瀬戸・美濃焼の天

目茶碗。口縁部外面と体部内面に濃褐色の鉄釉、体部下半に

褐色のサビ釉を施すもの (9・10)、施さないもの (14) と

がある。 9・10は同一個体の可能性がある。共に口径11.6cm。

14は口径11.4cm、器高5.4cm、底径4.8cm。13は中国製磁器

の碗底部。内外面共に深緑色の釉を施し、底部外面には蛇の

目釉ハギが見られる。底径7.8cm。15・16は肥前陶器の皿底

部、 17は碗底部。 15は内面見込みに砂目の目跡と高台畳付に

も砂目の跡が見られる。内外面共に淡灰白色の釉が施される。

底径は4.2cm。16は内面見込みに胎土目の目跡が見られる。

外面底部は無釉で記号のような線刻がある。内面には灰色の

釉が施され、『山』のような絵を描いた絵唐津。底径4.0cm。

17は淡い灰色の釉を施し、高台付近は無釉。見込みに胎土目

の目跡が3箇所見られる。底径4.5cm。18は肥前磁器の碗蓋。

内面口縁部に 2条と見込みに 1条の界線、外面には口縁部に1

条の界線と草花文様の染付が施される。口径11.5cm、器高

2.6cm、つまみ径7.0cm。

第5図 盛土等出土埴輪 20"-'22は土師器高坪。 20はミニチュア。裾径3.9cm。21

は「ハ」の字形に広がる裾部をもつ。裾径8.8cm。22は脚柱部にヘラケズリで面取りが施されている。

23・26は須恵器坪身。 23は細片のため詳細は不明。 26はやや「ハ」の字形にひろがる高台をもつ坪

身。平底から直線的に外方にひろがる体部。調整は外面底部ヘラケズリを施す以外はロクロナデが見

られる。

28は大和型瓦質揺鉢。口縁部内面が外側にわずかに膨らむ面をもち、口縁端部は尖り気味に終わる。

調整は外面口縁部横方向、体部は縦方向のハケメ、内面には 8条/2.7cmの揺目が施される。口径

29.2cm。29は土師器甕。直線的に上方にのびる体部から口縁部は外折する。口縁端部は上方につま

み、面をもつ。調整は内外面共にナデが施される。 30は東播系須恵器捏鉢。口縁部の断面形がほぼ方

形を呈する。口径23.8cm。31・33は備前焼襦鉢。口縁部上端と下端を強くヨコナデすることによっ

て2条の凹線を口縁部外面に施す。内面には9条/2.8cmの擢目が見られる。口径27.8cm。33は底部。

10条/3.9cmの播目を体部には密に施される。底径17.6cm。

32は唐草文軒平瓦。瓦当面縦幅5.4cm。

36・37は瓦質火舎。 36は平面円形を呈する。体部はやや内弯しながら、口縁端部を内側へ引き出

し、上方に幅のある平坦な面をもつ。口縁部外面に 1条の沈線がめぐり、体部には刺突文が施される。

ロ径18.6cm。37は3本の逆台形の脚部をもつ。体部外面にヘラミガキが施される。底径16.2cm。

38は五輪塔の火輪部。幅24.5cm、高さ14.7cm。

39・41・45,.._,43は埴輪。 39・41・45,.._,47は円筒埴輪、 48は形象埴輪。 39は口縁部。上方に面を

もち、調整は外面に縦方向のハケメ(8/cm)、内面には縦方向の強いナデが施される。 41は外面に縦方

向のハケメ(8/cm)調整を施し、タガは断面台形をもつ。円孔の痕跡が残存。 45は底部。底部に面をも

ち、調整は外面に縦方向のハケメ(8/cm)、内面には縦方向の強いナデが施される。 46は外面に縦方向

のハケメのち横方向のハケメ(7/cm)を施し、タガは突出度がややあまい。内面には一部に斜方向のハ

-6-



ケメ (9/cm)とナデが見られる。 47は外面に横方向

のハケメ(8/cm)を施し、タガは突出度があまい。内

面には縦方向のナデが見られる。 48は家形埴輪の可

能性もあるが、定かではない。調整は外面に不定方

向のハケメ(8/cm)、内面にはナデが施される。

82・83は貨銭。 82は寛永通賓、初鋳1636年。 83

は風化し詳細不明（元豊通賓、初鋳1078年か）。

近世前半整地内出土遣物（第4・5・10図 図版5"' 

8・10) 

4"-'6は土師器皿。小さな底部から、大きく外方

にひろがる口縁部。 4の口縁端部はやや尖り気味に

おわる。口径9.8cm。5・6の口縁端部は丸くおさめ

る。 5の口径は10.0cm、6は11.0cm。

8は備前焼瓶の口縁部。漏斗状にひろがる口縁部。

口縁端部は上下に肥厚する。口径6.1cm。9・10は

肥前陶器。 11は瀬戸・美濃焼の皿。内外面に濃褐色

の鉄釉。口径11.8cm。12は内面と外面体部に淡灰白

色の釉、底部は無釉が見られる。底径4.5cm。19は

肥前磁器皿。外面口縁部と高台脇に界線、高台畳付

には砂目の痕跡、内面には草花文様の染付が見られ

る。口径10.1cm、器高2.4cm、高台径5.6cm。

24・25は須恵器。 24は壷の口縁部。漏斗状にひろ

がる口頸部から口縁端部は丸くおさめ、下方にやや

拡張する。調整は内外面共に回転ナデ調整を施す。 25

第2遣構
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は甕の口縁部。ゆるやか外反する口頸部から、口縁

端部は面をもつ。頸部外面には鈍い凸線が巡り、調

整は内外面共に回転ナデを施す。 第6図 第1・2遣構平面図

27・34・35は瓦質土器。 27は大和型播鉢。口縁部内面が外側にわずかに膨らむ面をもち、口縁端

゜
5m 

部は尖り気味に終わる。調整は体部内外面共に横方向のハケメを施す。 34は羽釜。直線的に外方に広

がる体部から口縁部。口縁部外面は強いヨコナデによる段が見られる。水平につく幅の狭い鍔がつき、

鍔端部は面をもつ。調整は鍔直下から下部にかけて横方向のヘラケズリ、内面にはナデが施される。

ロ径18.6cm。35は円形の火舎。直線的に広がる体部から、口縁部は外反する。口縁端部はやや丸く

おさめる。口径20.8cm。

40・42・43は円形埴輪。 40は外面に縦方向のハケメ(9/cm)、内面にはナデ調整を施し、タガは断

面台形をもつ。 42は外面に斜方向のハケメ、内面にはナデ調整を施す。タガは断面台形をもつ。円孔

の痕跡が残存。 43は外面に斜方向のハケメ(10/cm)、内面には縦方向のナデを施す。タガは断面台形

をもつ。

77・78・81は貨銭。 77は祥符元賓、初鋳1008年。 78は煕寧元賓、初鋳1068年。 81は元豊通費、

初鋳1078年。
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第7図土坑5・1断面図

第1遣構（第6図図版 1)

当該地西側は近世前半の段階で大量の盛土＝客土をして整地し、その西端には石垣が積み上げられ

ていた（調査開始時には擁壁工事ですでに除去されていた）。その整地土および地山上面において土坑

17基（土坑 1"-'20)、ピット47個 (P1 ,._..,47)、溝 l条（溝 1)を検出した。以下、主要な遺構・遺物

について記す。

土坑3、12、14、16は、埋土内から以下のように土師器、陶磁器など中・近世の遣物も出土した

が、ガラス片などを含み、近・現代の追構であった。

土坑3出土造物（第9図 図版4・10)

71は肥前磁器。外面体部に草花文様の染付、高台に2条の界線が見られる。高台畳付には砂目のち

カキ取りが施される。口径14.0cm、器高7.1cm、底径5.2cm。

72は肥前陶器の天目茶碗。口縁部外面と体部内面に濃褐色の鉄釉、体部下半に褐色のサビ釉を施す。

口径11.6cm、器高4.8cm、底径4.3cm。

土坑16出土遺物（第9図 図版4・9)

60は土師器皿。丸底から外方に広がる口縁部。口縁端部はやや尖り気味に終わる。口縁端部一部に

煤が付着のため灯明皿と思われる。口径8.1cm。61・62は肥前陶器。共に口縁部外面と体部内面に濃

褐色の鉄釉、体部下半に褐色のサビ釉を施す。 61は内面見込みに 2箇所の胎土目が見られる。口径

10.8cm、器高4.1cm、高台径2.8cm。62は口径11.4cm。63は東播系甕。

丸味を帯びた体部から、短く立ち上がる頸部、口縁部は外折し丸くおさ 2m 

める。調整は内外面共に回転ナデを施す。口径19.4cm。64は肥前磁器

の碗底部。内面見込みに草花文様の染付が見られる。高台径4.5cm。

土坑 1 2.5111、3.6m、深さ0.53111を測り、平面は貝形、断面逆台形

状を呈していた。底部付近に堆積状の灰色砂混じり砂質シルトー第3

が見られたが、大半は埋土ー第 1・2層ーであった。とくに第2層は

大～小礫を多量に含む灰色砂質土で、土師器皿、陶磁器などの追物が出

した（第7図）。

土坑 1出土遣物（第9図 図版4・8)

49,-._,53は土師器皿。 49・50は墨書土器で、共に口縁部は平底から外 ＿＿ 

方に広がり、端部を丸くおさめる。 49は外面底部中央に梵字の灸が書か

れている。口径11.2cm、器高2.3cm。50は内面に梵字の奇 5文字づつ

で3方を囲んだ中に「口三名 敵人名」とあり、その上に梵字の灸が書

かれている。口径11.6cm、器高2.1cm。51は丸底から口縁部は屈曲して

上方に延びる。口縁端部は丸くおさめる。口径9.9cm、器高2.1cm。52・

53は平底と思われる底部から、直線的に外方にのびる口縁部。口縁端部 第8図 土坑17石列平面図

゜
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第 9図 各遣構内出土遣物

はやや丸くおさめる。 52は口径12.2cm、53は13.3cm。

54・56は肥前陶器の碗。内面見込みと外面高台脇に胎土目の目跡が見られる。内外面共に淡灰白色

ニ=l~『

の釉が施される。口径12.2cm、器高3.8cm、高台径4.5cm。56は内外面共に灰色の釉を施す。口径

12.4cm。

55は備前焼擢鉢。口縁部上端と下端を強くヨコナデすることによって3条の凹線を口縁部外面に施

す。口径41.6cm。

57は肥前磁器。内外面共に灰色の釉を施す。高台畳付は釉のカキ取り。高台径4.2cm。

土坑4 南側が土坑5によって切断されていた。平面細長い舌状を呈し、検出の長さ2.4m、幅0.7m、

深さ0.09mを測った。埋土は黄灰色 (2.5Y5/l)砂混じりシルト質土で、土師器、須恵質土器、円筒

埴輪（第5図44 図版8)の各片などが出土した。

土坑5 径l.5~1.25m、深さ 0.68mの円筒形を呈し、内部に径0.96mのヒノキ科ヒノキ属材円形底

板と同材木皮の側枠による桶を安置してあった。埋土は 3層に分かれ（第7図）、桶、土師器、瓦質土

器、瓦、陶磁器などが出土した。

-9 



77 

78 

79 

80 

土坑15 平面奇形の小判形を呈し、南北2.lm、東西1.5m、0.6mを測っ

た。土坑内は上部下位で南北2穴に分かれていた。埋土は灰色 (5Y4/l) 

砂礫混じり土で、土師器、須恵器、黒色土器、磁器、鉄器、貨銭などが出

土した。

土坑15出土遺物（第9図 図版10)

58は土師器皿。丸底から、そのまま外方に広がる口縁部。口縁端部はや

や尖り気味におわる。口径8.1cm。79・80は貨銭。 79は元符通費。初鋳

82 1098年。 80は祥符通賓。初鋳1008年。

土坑17 トレンチ南北隅で西南部分のみ検出し、土坑18および攪乱で一

部欠損していた．検出の長さ3.5m、幅2.5m、0.48mを測った。側壁に沿っ

83 て自然石を 1~2 段に並べた石列があり、内面側をほぼそろえていた。側

第10図出土貨銭拓影(1/2)
壁と石列の間に緑灰色 (lOGY4/l)・にぶい黄褐色 (lOYR5/l)砂混じり

シルト質土の裏込めがあり、土師器、瓦質土器などが出土した。内は上層

の埋土ーオリーブ灰色 (5G5/l)砂混じりシルト質土と、下層の堆積土一灰色 (10YR5/1)シルト

質粘土に分かれ、土師器、瓦質土器、須恵質土器などが出土した。池状の遺構と思われる。

土坑17出土遣物（第9図 図版9)

65は瓦質甕。頸部をもたず、体部から口縁部に続く。口縁端部は、外側に肥厚し丸味をもつ。口縁

部からやや下の体部外面に並行タタキ (1.5/cm)、内面には横方向のハケメ(4/cm)調整が施される。

66は瓦質の大和型揺鉢。内弯気味に立ち上がる体部から口縁部に続き、口縁端部は丸くおさめる。

外面口縁部付近にハケメ、内面体部には揺目(4/cm)が施される。

67"'-"70は土師器皿。 67はやや尖り気味の底部から外方に広がる口縁部。口縁端部は尖り気味にお

わる。口径6.1cm。68は直線的に外方に広がる口縁部、口縁端部はやや丸くおさめる。口径7.9cm。

69・70は小さな底部から、外方に広がる口縁部。口縁端部は丸くおさめる。 69の口径は9.8cm、70

は9.7cm。

土坑18 調査地外に広がるとともに一部攪乱をうけていた。検出の1.2m、深さ0.35mを測り、土坑

内は緑灰色 (5GY5/l)砂混じり粘質土で、下部はやや粘質が強く、マツ属 (6個）・ヤマモモ (16

個）・キイチゴ属 (3個）・ウメ (1個）・スモモ (15個）・サンショウ (1個）・ウリ (15個）などの

種子を含んでいた。

土坑19 平面はやや縦長の蒲鉾形を呈し、南北2.4m以上、東西1.6m以上、 0.47mを測る。埋土は

灰黄色 (10YR4/3)・暗青灰色 (5BG4/l)砂、中～細礫混じり粘質土で明黄褐色 (lOYR6/8)粘質

土の中・小塊および炭を含んでいた。その中から黒色土器、土師器、陶磁器などが出土した。

土坑19出土遺物（第9図 図版10)

59は土師器皿。上げ底であろう底部から、直線的に外方に広がる口縁部。口縁端部はやや丸くおさ

める。口径9.8cm。

土坑20 地山および西整地上面にかけて検出した。平面小判形を呈し、南北2.4m、東西1.4m、深

さ0.86mを測る。埋土は灰色 (5Y5/l)砂混じり土で、土師器皿、陶器甕、磁器碗、須恵質土器、平

瓦などの破片が出土した。

土坑2、6"'""8はいずれも浅く無遺物で、性格・時期は不明である。土坑9"'-"11は極めて浅い窪地

であった。

ピットは47個検出したが、そのうち 5個 (p43,...__,47)は第1次調査Bトレンチのもので、新たに検
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出したのは42個となる。 p5,-._,7、9 ,-._,13・34は近世前半

の整地土上面で検出したP4・8とともに埋土は暗青灰色

(5 BG3/1)シルト質土で炭化物を含んでいた。いずれも

近世後半以降。

P14出土遺物（第9図 図版10)

73,.._,76は土師器皿。 74・75は上げ底から屈曲して外方

に広がる口縁部。口縁端部は丸くおさめる。

74の口径6.8cm、器高1.1cm。75の口径8.0cm、器高1.3cm。

73・76は小さな平底から、屈曲して外方に広がる口縁部。

口縁端部はやや丸くおさめる。73は口径6.4cm、器高1.2cm。

76は口径8.0cm。

溝1 第1次調査Bトレンチで検出されていた細S字状溝

のつづき。東方向からさらに屈曲して南方向に延び、浅く

なっていた。北側への延長部は確認できなかった。溝内は

灰色 (5Y5/1)砂混じりシルト質土であったが、遺物は出

土しなかった。

第2遺構（第6図図版3)

調査地西側の近世前半の整地土を取り除いた緩やかな地

山（第3層）の傾斜面で2条の溝（溝2・3) を検出した。

溝は整地に伴う削平などで溝3の西肩はほとんどなく、と

ころどころが途切れ、極めて浅く、全体状況は不明である。

溝内はオリーブ灰色 (2.5GY6/1)砂混じりシルト質土で、

溝2からは土師器、須恵器の小・細片が少量出土したのみ

であった。

第1次調査との関連

本調査地内西南部に第1次調査Bトレンチ北部域があっ

第11図 第1・2次調査全体平面図

て、その遺構・トレンチ跡および方位によって、今回検出した遣構との関連をつかむことができた。

それによって合体した遺構図が第11図である。

第 1次調査Bトレンチで建物跡とされた 3ピットに対応するものは検出されなかった。検出した

ピットはいずれも浅く、消滅しているものを考慮しても、具体的な建物状態を見いだすことができな

かった。第1次調査Aトレンチで竹などの多くの植物遺体を含んだ池泉遺構があったが、今回の調査の

土坑17も周囲に石垣を廻らした16世紀後半ごろの池状遣構と考えられる。第1次調査の池泉遣構から

南へ延びる溝（松毬・ドングリなど出土）があり、両者は連結されていたのかもしれないが不明。第

1次調査Bトレンチの細い溝は屈曲して南へ延びていたが、除々に浅く削なって消滅し、その性格に

ついては確認できなかった。第 1次調査では確認されなかったが、 Bトレンチ西、すなわち本調査地

の西側の大半は近世前半の整地（石垣を伴う盛土）であり、その上面等から検出された遺構ー上記の

建物跡などーはそれ以降のものとなることが判った。両調査を合わせても室町時代後半以降の屋敷状

況ですら十分に垣間見ることはできなかった。
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4) まとめ

今回の調査においては室町時代後半から明治時代に至る遣構と古墳時代から江戸時代に亘る遺物を

検出した。当該地は近世前半の段階で西側に大量の盛土＝客土を施して整地し、一部には石垣を積み

上げていた。この盛土内には円筒埴輪、朝顔形埴輪、須恵器、土師器などの古墳時代の遣物、平瓦、

土師器などの奈良時代の遺物、黒色土器椀、瓦器椀• 皿、土師器皿、瓦質羽釜．揺鉢、土師質羽釜、

青磁碗、白磁碗、東播系土器、国産陶磁器類、平瓦・丸瓦、貨銭など平安時代から江戸時代初頭にい

たる遣物を多量に包含していた。東部には横穴式石室を有する方形墳の五条古墳があるが埴輪は伴わ

ず、近辺に埴輪を伴う古墳の存在を窺わせる。奈良時代の瓦を有するのは南西部に位置する河内寺跡

と考えられ、広い範囲から土（造物を包含した）が搬入されてきたことを物語っている。

『水走文書』に見える康高の館1)、すなわち水走氏館跡については本調査地およびその一段下の土地

といわれてきた2)。確かに第1・2次調査において当時 (13世紀後半ごろ）の遣物一瓦器椀などーは出

土している。しかし、近世前半および近・現代の整地に伴う削平があったとはいえ、鎌倉時代に遡り

うる明確な遣構は検出されていない。

水走氏の館は『大阪府全志』（枚岡南村・大字河内）によると、天正7年 (1579)、当時の当主で枚

岡神社の神官であった左近（有忠、 1593年卒）が、織田信長に逐われ大和に遁れて「邸舎遂に墟とな

れり」とあり、館はこの時期に廃絶したことになる。しかし、近世の村絵図に「水走屋敷」とあるこ

とや明治 9年の「水走春忠上地」絵図―四百五十五番字山田、畑弐反壱畝六歩ーがあること:nなどか

ら、江戸時代以降も本地に水走氏の屋敷が存続していたことはまちがいない。このことから今回確認

した近世前半の大掛かりな整地は、屋敷の再建との関係を窺わせているのかもしれない。ただ、中世

期の館の中心部については南側の畑地など近隣の場所に求められることになると考えられよう。

また、遣物として特に注目されるのは、土坑 1から出土した 2枚の墨書土師器皿である。 1つ (49)

は底部外面に梵字の忍もう 1 つ (50) は内面に梵字の奇を凹状に配し、上に梵字の戻、中に「口—
名、敵人名」とあって、呪阻的な性格をもつ内容と思われる。この土器はその型式および供伴遣物一

備前襦鉢などーから16世紀後半頃のものと考えられる。これに関しては、『水走文書』の水走系図の

有忠＝左近のところに、彼を織田信長に誂言したもの（石黒右近）がいたという記事等4) も興味深い。

注： 1) 『水走文書』の「藤原康高譲状写」にみえる館状況

（『枚岡市史 第三巻 史料編 l』 枚岡市役所 1966年より一部改変）

譲渡 嫡男藤原忠持屋敷井所職私領等事

合

ー屋敷ー所

／殿
六間壼面覆（寝）0一宇

惣間一宇

五間倉一宇

六間雑舎一宇

七間廊一宇

中門七間一宇

三間壼面厩屋一宇

二間倉一宇

2)藤井直正 ① 「水走氏と水走文書のこと」『郷土誌ひらおか』 河内郷土研究会 1963年、② 「水走氏

の人びと」『郷土史のたのしみ』 財団法人東大阪市文化財協会 1997年。

3)藤井、前掲注1の①。

4) 『水走文書』内の水走氏系図には「天正二年戌九月石黒右近依譲言。而織田信長公大勢指向」とある。
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第3章 山畑古墳群第20次発掘調査

1) はじめに

山畑古墳群は、瓢箪山町・上四条町・客坊町に広がる 6世紀前半から 7世紀初頭にかけての群集墳

で、その中に弥生時代後期の山畑遺跡を内在している。これまで68基の古墳が確認されているが、後

世、とくに近代以降の開墾などによりその多くは破壊・欠損し、現存しているのは半数以下の約30基

にすぎない。古墳の多くは径10"'-'15mの円墳であるが、中には瓢箪山古墳などの双円墳や方墳、上円

下方墳もみられる。蓋形・人物などの形象埴輪や円筒埴輪の出土しているものもあるが、極めて少な

い。墳丘上などに小竪穴式石室・羽釜棺を伴うものも若干知られているが、主体部の多くは横穴式石

室である。石室内には組合式石棺もあったが、多くは複数の木棺が納められていたようである。遣物

には須恵器・土師器などの土器類をはじめ、大刀• 鉄鏃• 刀子・エ具などの鉄製品、耳環や石製・ガ

ラス製の玉などの装身具類があり、特に杏葉、轡など馬具類の出土割合の多いことが注目されている。

郷土博物館の西方部一帯からは後期旧石器時代のナイフ型石器、縄文時代早期の押型文土器とともに

弥生時代後期の竪穴住居や弥生土器・石器が検出されており、高地性集落と考えられている。山畑古

墳群の西方には古墳時代から近世にわたる複合遺跡の市尻遺跡が存する。この遣跡からは古墳時代後

期前半の掘立柱建物・溝、奈良時代の道遺構と、須恵器、土師器、製塩土器、動物・ 植物遣体など多

くの遺物が検出されている。

平成12年12月15日付けで辻井節氏から、瓢箪山町89-1における賃貸の共同住宅建設に伴う「埋

蔵文化財の発掘」の届出があった。当該地は周知の瓢箪山古墳と消滅している鬼塚古墳の間に位置す

ることなどから、 12月21日に試掘調査を実施し、土師器・製塩土器を検出した。この結果に基づき、

代理者を通して協議を行い、埋蔵文化財に影響を与える基礎工事部分約2001nを対象として、平成13

年2月13日から 3月28日までの間、発掘調査を実施した。

第1図 調査地位置図 (1/2500)

-23-



＼
 

゜
第2図 トレンチ位置図

2)基本層位（第3図 図版 1)

盛

第1層 青灰色砂、細礫混じりシルト質粘土。旧耕土。

第2層 主はオリーブ黄色砂、小・細礫混じり砂質シルトで3種

に分層。床土。須恵器・土師器・陶磁器の細片出土。

第3層 主は浅黄色砂混じり粘土質シルトと黄灰色小• 細礫混じ

りシルト質粘土のブロックで 3種に分層。近世末ないし

近代初頭の整地土。地山を主とした混土層。須恵器・土

師器・陶磁器片など出土。

第4層 暗オリーブ灰色砂、中～細礫混じりシルト質粘土。暗黄

褐色砂質シルト粒含む。中世の整地土。須恵器・土師器・

韓式系土器・製塩土器・瓦器・玉類などの遺物と焼土塊・

粒を包含。

第5層 褐色砂、細礫混じりシルト質粘土。

第6層 灰オリーブ色砂、小• 細礫混じりシルト質粘土。

第7層 明黄掲色砂混じりシルト質粘土、灰色粘土含む。 第6.

7層は地山。

3)遺構と遺物

調査は、調査地全範囲の盛土と第 1層および西端部で確認した近・現代の溜池（コンクリート擁壁

伴う）内埋土の大半を機械掘削によって除去した。第4層上面まで全面調査した後、残土処分（場内

処理）の関係から以下の調査は東・西2回に分け、反転して実施した。

遺構としては第 2·3 層上面で近代のピット 3個•土坑 1 基・溝 1 条を確認しー第 1 遺構面ー、第 4

上面で杭• 柱が残存する近世後半ごろの土坑・ピット、第5・6層上面において竪穴住居・掘立柱

建物・溝・ピット・土坑、第7層上面で土坑・ピットを検出した。上記のように第2"-'4層の各層か

ら遺物は出土したが、とくに第4層は弥生土器・須恵器・土師器・ 韓式系土器・製塩土器・玉などの

多くの遺物を包含していた。以下、第4層上面遺構について簡単にふれた後、第3・4層出土遣物と

第5および7層上面の遺構・遣物を記していく。

第4層上面遺構ー第2遺構面ー（図版 1)

第4層上面において土坑2基（土坑A・B)、ピット 4個 (Pa,....,d) を検出した。土坑Aは北東隅、

土坑Bは北西隅でそれぞれ各一部を検出した一形状不明、深さ lm以上ー。径0.15"-'0.2mの丸太を2

本一組にして打ち込んだ柱が土坑Aには4組、土坑Bには3組あった。各柱は0.07"-'0.05mの丸太ない

し板を横木として断面四角の鎚によってつながれていた。また、 Pa・Pbには径約O.lmの丸太2本一

組を、 Pdからは1本の柱を検出した。埋土は灰色砂混じりシルト質土で、明褐灰色砂質シルト塊、中

～細礫含む。これらの柱材の残存する土坑・ピットがどのような建造物に伴うものかは不明。近世後

半～末。

第4層は中世 (12世紀代）の整地層であり、瓦器椀片• 土師器皿片とともに弥生土器、須恵器など

の遺物片を多量に包含していた。とくに東北部域からは焼土塊（図版 1) をはじめ、須恵器、土師器、

製塩土器、韓式系土器、ガラス・碧玉製の玉などが出土した。
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第4図 第4層内出土遺物実測図

第4層出土遺物（第4,..__, 7図 図版4"-'10)

1 ,__, 4は小型浅鉢。 1は丸味を帯びた休部から、口縁部は「＜」の字形に外反する。調整は外面ハ

ケメ、内面はエ具によるナデが施される。口径10.3cm。2・3は小さな平底から丸味を帯ながら立ち

上がる体部から、口縁部はそのままつづく。口縁端部は尖り気味におわる。 2は外面風化のため詳細

不明、内面にはエ具によるナデ調整が施される。口径10.3cm、器高5.3cm。3は外面にハケメ、内面

にはエ具によるナデ調整が施される。口径10.6cm、器高5.3cm。4は丸味をもちながら外方に

広がる体部口縁部はそのままつづく。口縁端部は上方に面をもつ。調整は内外面共に風化のため詳

細不明。口径11.4cm。5,__, 10は甕。 5は丸味をもつ体部から、「く」の字形に外弯する口縁部。口縁

端部はやや尖り気味におわる。調整は外面ハケメ(6/cm)、内面はエ具によるケズリが施される。口径
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8.4cm。6は直線的に「＜」の字形に外反する口縁部。口縁端部は丸くおさめる。調整は外面ハケメ

(6/cm)後にタタキ(3.5/cm)、内面にはナデが施される。口径9.4cm。7は球体部から直線的に外方に

開く口縁部。口縁端部はやや丸くおさめる。調整は外面工具によるナデ、内面にはユビオサエとヘラ

ケズリが施される。口径10.4cm、器高13.0cm。8はやや直線的に外方へ広がる口縁部から、口縁端

部は丸くおさめる。調整は内外面共にハケメ(8/cm)が施される。口径11.8cm。9は「＜」の字形に

外弯する口縁部から、口縁端部は上方に面をもつ。調整は外面タタキ(4/cm)、内面はナデが施される。

口径12.3cm。10は丸味をもつ体部から、短く外弯する口縁部。口縁端部は面をもち凹む。調整は外

面タタキ(2.5/cm)、内面にはハケメが施される。口径13.6cm。11は直口壷。丸味をもつ体部から、

直線的に「＜」の字形に外反する口縁部。口縁端部は内傾し丸くおさめる。調整は内面体部にしぼり

目とヘラケズリ、外面には風化のため詳細不明。口径9.9cm。12は紡錘車。長さ6.0cmのほぼ正円を

なし、中心には0.6cmの円孔を穿つ。側縁にはエ具による面取りがなされる。ナデ調整が施される。

13"-'29は高坪。坪部には椀形を呈するもの (13"-'15・17"-'21) と漏斗状にひらく口縁部をもつもの

(16・22)がある。椀形をなす口縁端部の形態には丸味をもつもの (14・18"-'20)、上方に面をもつ

もの (17)、外方に面をもつもの (13・15・21)がある。 13は外面ハケメ後ヘラミガキ調整を施す。

口径12.8cm、器高11.3cm、裾径8.4cm。14"-'22は脚柱部欠損。 14は内外面共にナデ調整を施す。ロ

径12.8cm。15は外面にハケメ調整が見られる。口径12.8cm。16・22は坪底部から屈曲して 1条の凸

線をもち、体部から口縁部にかけて外方に広がる。 16は内外面共に風化のため詳細不明。口径14.8cm。

22は内外面共にハケメ (11/cm)調整を施す。口径23.0cm。17は内外面共に風化のため詳細不明。

ロ径13.0cm。18は内面に放射状の暗文が施される。口径13.0cm。19は外面にハケメ (4/cm)調整

が施される。口径13.0cm。20は外面にハケメ(10/cm)調整が施される。口径15.0cm。21は内外面共

にハケメ(11/cm)調整が施される。口径15.8cm。23"-'29は高坪の脚柱部。 23"-'28には 1ヶ所の円孔

が穿かれている。 23は外面ハケメ後ヘラミガキ調整が施される。裾径8.4cm。24は内外面共にハケメ

(7 /cm)調整が施される。裾径8.8cm。25は外面ヘラミガキ、内面にはエ具によるナデが見られる。

裾径9.4cm。26は内外面共にハケメ(7/cm)調整が施される。裾径9.7cm。27は外面ヘラミガキ、内面

にはハケメ (10/cm)調整が施される。裾径10.0cm。28は外面ハケメ後ヘラミガキ、内面にはハケ

メ(12/cm)調整が施される。裾径14.8cm。29は内面ヘラケズリが施される。裾径15.0cm。30は製塩

土器。内傾する体部から口縁部は内弯し、口縁端部は丸くおさめる。調整はナデ。口径5.0cm。

31は円筒埴輪の一部。円孔の痕跡が見られる。外面ハケメ(9/cm)、内面はユビオサエが施される。

32"-'34は甑。 32は底部欠損。体部に断面円形の把手をもつ。器形は直立する体部から、口縁部は

外弯し、口縁端部は上方に面をもち終わる。外面には密な斜め方向のハケメ(9/cm)、内面口縁部には

横方向のハケメ、体部にはエ具によるナデが施される。口径26.6cm。33は「＜」の字形に外反する

口縁部をもつ。把手は断面円形。調整は外面密なハケメ (1312.5cm)、内面には一部工具によるナデ

が施される。口径30.2cm、器高25.3cm、底径10.8cm。34の底部には7ヶ所の円孔が穿かれ、ほぼ直

線的に外方に広がる口体部、口縁端部は上方に面をもち終わる。把手は断面円形。口径25.9cm、器高

27.4cm、底径8.8cm。

35,-__,54は韓式系土器。 35,.__,42・54は格子状、 43,-__,47は縄薦文、 48"-'50は格子と縄薦文、 51,.__,53

は平行タタキ文。 38は壷。平底から直線的に外方に広がる体部。外面底部付近はタタキ後ナデが施さ

れる。底径6.6cm。39は壷。平底から丸味を帯びる体部、なだらかに外弯する口縁部。口縁端部は外

方に面をもつ。調整は外面格子状のタタキ(4/cm)、内面にはナデが施される。口径9.4cm、器高8.2cm、

底径7.0cm。54は甑。直線的に外方に開く体部から、「＜」の字形に外折する口縁部。口縁端部は外方
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第6図 第4層内出土韓式系土器実測図

に面をもつ。調整は外面格子状のタタキ(3/cm)、内面にはエ具によるナデが施され、体部に断面円

形の把手がつく。口径25.2cm。

55"-'68は須恵器。 55は高坪の蓋。外面天井部に 3条の沈線の間に、ヘラエ具による羽状文が施され

る。 56・57は坪蓋。 56は口縁部の立ち上がりが短く、器高は低い。口縁端部は下方に面をもち、稜

は鈍い。天井部は灰かぶりのため詳細不明。口径11.2cm。57はやや外傾気味の立ち上がりから、に

ぶい稜をもつ。口縁端部は内傾し、凹面をもつ。天井部には稜に近い所まで回転ヘラケズリを施す。

ロ径12.1cm。58は坪身。小さな平底をもち、内弯しながら外方に開く体部から、口縁部は内折する。

口縁端部は丸くおさめる。調整は外面底部に静止ヘラケズリを施す。口径10.1cm、器高4.8cm。59・

60は碗。 59は口縁部と体部の境に 1条の凸帯をもち、その下方に2帯の櫛描波状文を施す。口縁部は

「＜」の字形に外反し、口縁端部は丸くおさめる。内面は灰かぶりのため詳細不明。口径8.4cm。60

は丸味をもつ体部から直立する口縁部。体部と口縁部の境に 2条の凸帯をもち、その下方に波状文

(6/0.6cm)を施す。口径9.2cm。61"-'63は甕。 61は肩の張る体部からゆるやかに外反し、頸部から口

縁部へとつづく。口縁端部に 1条の凸帯が巡り、口縁端部は丸味をもつ。外面体部に厚く灰かぶりの

ため調整不明、内面には平行タタキが施される。口径14.7cm。62は直線的に外方に広がる頸部から、

口縁部は内面に強いヨコナデによって段をもち、外面には 1条の凸帯が巡り、口縁端部は丸くおさめ

る。外面頸部に 1条の凸帯とその上下に2条からなる波状文(12/l.5cm)を施す。口径23.4cm。63は

なで肩の体部からゆるやかに外反し、頸部から口縁部へとつづく。口縁端部に 1条の凸帯が巡り、ロ

縁端部は面をもつ。外面頸部には2条からなる凸帯とその間に 3条の櫛描波状文(7/1.lcm)、体部は平

行タタキのちナデ消し、内面体部には同心円文タタキが施される。口径19.0cm。64"-'68は器台。 64

は台部。丸味をもちながら外方にひろがる体部から、口縁部は外折し、上方に面をもつ。外面体部に
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2条一組の凸帯を 3本、その間に 2条の櫛描波状文(ll/l.2cm)が巡る。口径37.4cm。65,....,68は脚部。

65は「ハ」の字形にひろがる裾部から、裾端部は面をもつ。細片のため定かではないが、2条の凸

帯一部に透かし窓が施される。裾径24.6cm。66はやや直立気味の脚部から、裾端部は凹面をもつ。

外面に1条もしくは2条の凸帯がめぐり、その間に櫛描波状文(8/1.lcm)と方形の透かし窓が施される。

裾径24.6cm。67は「ハ」の字形にひろがる裾部から、裾端部は下方に凹面をもつ。外面裾部付近

に1条の断面方形の凸帯が巡る。裾径39.4cm。68は大きく外方に広がる裾部、裾端部は面をもつ。外

面に2条一組の凸帯を2本、その間に櫛描波状文を施す。細片のため詳細不明。

69・70はガラス製小玉、71,....,78は滑石製臼玉。69は長さ0.53cm、幅0.6cm、厚さ0.35cm、重さ0.17g、

色調はコバルトブルー。 70は長さ0.52cm、幅0.57cm、厚さ0.56cm、重さ0.25g、色調は深い緑色。

71は長さ0.59cm、幅0.54cm、厚さ0.28cm、重さ0.12g、色調深い緑色。 72長さ0.50cm、幅0.51cm、

厚さ0.36cm、重さ0.12g、色調深い緑色。 73は長さ0.56cm、幅0.53cm、厚さ0.32cm、重さ0.14g、

色調暗灰色。
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第8図 第3・4遺構面平面実測図
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74は長さ0.61cm、幅0.52cm、厚さ0.81cm、

さ0.07g、色調暗灰色。 75は長さ0.51cm、幅

0.53cm、厚さ0.32cm、重さ0.12g、色調暗灰色。

76は長さ0.52cm、幅0.53cm、厚さ0.35cm、

さ0.15g、色調暗灰色。 77は長さ0.51cm、幅

0.53cm、厚さ0.27cm、重さ0.09g、色調暗灰色。

78は長さ0.54cm、幅0.53cm、厚さ0.31cm、

さ0.14g、色調暗灰色。

第5・6層上面遺構ー第3遺構面一（第8図 図

版 2)

溝7条（溝1,...__, 7)、土坑5基（土坑1"'5)、

ピット31個 (P1 ,...__,31)を検出した。以下、主な

遺構と出土遺物について記す。

溝 1 調査地北部を東南東から西南西方向に

P34 

◎ P26 

2m 

第9図掘立柱建物実測図

ほぼ真直ぐに延びる。幅0.75"-'l.38m、深さ0.2"'"'0.25mを測り、断面逆台形状を呈していた。上部は

灰色 (10Y4/l)砂混じりシルト質粘土、下部は灰色 (N4/)砂混じりシルト質粘土で浅黄色 (7.5Y7/3) 

シルト質砂、中～細礫含み、土師器甕・壷・高坪、須恵器、製塩土器などが出土した。

溝4 北東部は調査地外になるが、径約llmの環状を呈し、西部分内側よりに円形の窪地＝土坑3

があった。溝の幅0.5"'"'1m、深さ0.06"-'0.22m、溝は断面逆台形状で、上部は灰色 (lOY4/l)砂、

シルト質砂混じりシルト質粘土、下部は灰色 (7.5Y4/l)砂混じりシルト質粘土で、土師器甕・壷、

須恵器、韓式系土器、製塩土器、焼土などが出土した。この溝は下記の竪穴住居を取り巻くように環

状にまわっていたものと思われる。

溝1は住居廃絶後に穿かれものであるが、埋土は溝4の上部とほぼ同じで、出土遺物も時期差はほ

とんど見られず、その交叉部の北東角に自然石を配してあったことから、最終的には同時期に活用し

ていたと思われる。 ←――― 
竪穴住居

トレンチ中央東側で、二重のL字状の溝（溝5・6)を検出し

た。幅0.5"'"'0.l5m、深さ0.1"'"'0mを測った。一辺約5m四方の

方形竪穴住居の外周溝の一部と考えられる。しかし東側のほとん

どは調査地外で、西および北側は削平されていた。溝5・6は試

掘穴および整地時＝第4層の攪乱により欠損または途切れていた。

埋土は灰色 (5Y5/1)シルト質粘土と黄褐色 (2.5Y5/3)砂混じ

りシルト質粘土の混土で、土師器甕・壷、製塩土器の小• 細片、

焼土粒などが出土した。

西側中央付近には取り付けの鼈が設けられていた。この周辺の

上層ー第4層下部ーには、削平・攪拌により崩壊した鼈の焼粘土

塊．粒が見られた。（図版 2)。この層内はとくに甑• 甕などの煮

沸具や玉類および須恵器・土師器を多く包含していた。鼈跡部は

中央を少し掘り窪め（土坑6、幅0.45m、深さ0.07m)、3方向に

浅い溝が穿かれていた（溝7群、幅0.2,......,0.lrn、深さ0.04m)。

1( 

ロ 81 

゜
10cm 

第10図 土坑3出土土器実測図
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掘立柱建物（第9図 図版3)

柱穴は径0.6,.._,0.35m、深さ0.3,.._,0.4mを測るP22,.._,25・28・34・35の7ピットで (1ピットは現

代の溜池で破損）、いずれも埋土は上部がにぶい赤褐色 (5Y4/3)・ 暗赤褐色 (5YR3/2)砂混じり

シルト質土で黄褐色 (10YR6/6)砂粒を含み、下部は灰色 (7.5Y5/l)砂混じり粘質土で、土師器・

須恵器• 韓式系土器・製塩土器などの破片が出土した。南北3.6mX東西3.lmの2間四方の掘立柱建

物で、中央付近に支柱穴 (P26) ―径0.25m、深さ0.05m、埋土は上記のP22などの上部と同じーが

あり、倉庫と思われる。

また、 P27・29・31は径0.5,.._,0.6m、深さ約0.4mを測る大型の柱穴。埋土は明黄褐色シルト質粘土

粒、小礫～砂混じりの灰褐色シルト質粘土で、土師器（壷・甕など）・韓式系土器片が出土し、掘立柱

建物に伴うものと考えられる。

土坑3 溝4によって上部のほとんどが削平されていた。検出径1.5m、深さ0.2mを測る。埋土は

灰色 (7.5Y4/l)砂混じりシルト質粘土で、弥生土器片などが出土した。

土坑3出土遣物（第10図 図版5・7)

79,-_,g1は弥生土器。 79は小型台付鉢。「ハ」の字形に広がる台部をもつ。小さな平底から直線的に

外方に広がる体部から口縁部につづく。口縁端部は丸くおさめ、外方にキザミ目をもつ。調整は内面

によるナデ、外面にはケズリのちヘラミガキが施される。口径11.4cm、器高9.8cm、底径5.4cm。

80は鉢。椀形を呈する体部から、口縁部は垂直に延び、口縁端部は上方に面をもつ。調整は内外面共

にエ具によるナデが施される。口径18.8cm。81は甕。内傾する体部から、なだらかに外弯する口縁

部。口縁端部は外方に面をもちキザミ目をもつ。調整は内外面共にヘラケズリを施す。口径21.2cm。

第7層上面遣構ー第4追構面一（第8図 図版3)

調査地南西域の第7層上面においてピット1個 (P36)・ 土坑 1基（土坑 7) を検出した。 P36は径

0.4m、深さ 0.08mの浅鉢状を呈し、埋土は灰褐色 (7.5GY4/2) ・褐色 (7.5Y4/3) 砂、小• 細礫混じ

りシルト質粘土。土坑7は西部分を近・現代の溜池によって破損していた。残存幅南北2.4m、東西1.2

m、深さ0.68mを測り、北側よりは長楕円形の揺鉢状を呈していた。埋土は上部が灰褐色 (7.5Y4/2)

砂、小• 細礫混じりシルト質粘土で、下部が黒褐色 (lOYR3/1)砂、小・細礫混じりシルトであった。

両遺構からはまった＜遣物は出土せず、性格・時期とも不明である。

4) まとめ

今回の調査では弥生時代後期、古墳時代後期前半、江戸時代後半の遣構と、弥生時代から江戸時代

に亘る遣物を検出した。この中でも古墳時代後期の資料＝遣構・遺物がその大半を占めていた。本調

査地の西方にある市尻遣跡第1次調査地でも、古墳時代後期前半の掘立柱建物（ピット群）・溝• 土坑

を須恵器・土師器・製塩土器などの多くの遺物とともに検出している！）。しかし、今回の遺構一竪穴

住居・掘立柱建物・環状溝などーと造物一須恵器・土師器などーはさらに一段階遡るもので、韓式系

土器の割合も極めて高い。このことから本調査地から市尻造跡に亘る地域は、 5世紀代から6世紀初頭

期に渡来系の人々の集落が営まれていたと考えられる。ただ、その住居域の中心は時の推移とともに

本調査地周辺部から西方の市尻遣跡部に移行したものと思われる。また、 6世紀前半から 7世紀初頭

に盛行する本地周辺から東部山麓地域に点在する山畑古墳群より先行し、その関係については今後の

課題といえよう。

注： 1)「市尻追跡第1次発掘調査報告」『東大阪市文化財協会概報集ー1997年度ー』財団法人東大阪市文化

財協会1998年
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南壁一部分・中央一 （北より）
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第4章西ノ辻遺跡第44次発掘調査

1) はじめに

今回調査した箇所は、東大阪市弥生町1414番地の6で、西ノ辻遺跡の最西端に位置する。約10m西

で鬼虎川遺跡と接している（第2図）。旧の小字地名では「五之坪」の中央部にあたり、地形では標高約

10mの扇状地上に立地する。

平成12年12月、個人から賃貸用共同住宅建設に伴う埋蔵文化財発掘の届出書が提出された。翌13

年1月に確認調査を実施したところ、灰色細礫混じりシルト層から弥生土器が出土した。このため、届

出者と東大阪市教員委員会文化財課とは埋蔵文化財の取扱いについて協議を重ね、地盤改良工事によ

り埋蔵文化財が破壊される箇所を対象に発掘調査を実施することで合意した。調査トレンチは長さ

20.8m幅1.3mで、約27mである。調査は平成13年5月9日から5月25日まで実施した。

西ノ辻遺跡の発掘調査は今回で44次を数える。第 1次から第43次までの調査成果は別途報告書（東

大阪市教育委員会『東大阪市下水道事業関係発掘調査概要報告一平成12年度ー』、 2001年。）に譲る

こととし、ここでは調査箇所の傾向を述べるにとどめたい。西ノ辻遺跡の調査は国道308号線関係事

業に伴うものが大半で、遺跡の北端• 西端を中心に行われてきた。そのため調査成果が豊富で各時期

の集落様相が捉えやすい北部とは対照的に、中～南部の様相が不明であったことは否めなかった。と

ころが、近年中部で大規模小売店や高層共同住宅の開発が相次ぎ、前記の状況が一変しつつある。例

えば第43次調査では、弥生時代中期～後期・古墳時代・奈良時代末～平安時代初頭・中世期の4期

の遺構面が検出された。とくに弥生期の遺構として竪穴住居• 井戸・土坑・ピットが発見され、当該

地の周辺に、居住域］三~1:'"'·1」こ上ミ＼し 1 日 8胃ビ三弓ビに］『//,バ ,¥1111.¥¥,-』~--,」 4 に［ニillL_b已;~巳巴疇．IL: ーしい言鬱~', ¥, が広がることが判ゴ ::7;~ ニ ・・・・==o-,.. "e可......,, .............. ー......-,,,,-

明した。なお、隣接ー

する鬼虎川遺跡第

39次発掘調査の概

要について触れて

おく。共同住宅の浄

化槽埋設に伴うも

ので，平成7年10月

に3日間実施した。

調査の結果、地山層ー

上面で弥生中期の［鳳r胃戸1'~伍 38次
遺構を検出した。落 'J~;;,,町,,,~~ 三門□□〗Q三髯片三
ち込み内から完形 ,, 

の壷が出土した。胴~と知打→ 11 '~ 訊¥92 

下半に穿孔をも

ニニニ口しJ,'0 いi~~J『二ニる。ことか推□万〔亨／〗いト『
第1図 西ノ辻遣跡と中～南部の調査地
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2) 西ノ辻遣跡とその周辺の遣跡（第1図）

西ノ辻遺跡は、東大阪市東山町・弥生町・南荘町・宝町・西石切町3丁目にわたる縄文時代から江戸

時代にいたる集落遺跡で、遺跡の範囲は東西約400m、南北約600mに及ぶと推定されている。本遺跡

が所在する額田・石切地区は、前記の国道308号線関係事業に伴う大規模な調査が行われたこともあっ

て、埋蔵文化財の宝庫となっている。東に隣接する神並遣跡では、縄文時代早期の集石土坑や焼土坑

などの遺構が検出され、大量の押型文土器が出土し脚光を浴びた。早期の土偶や有舌尖頭器も発見さ

れている。西の鬼虎川遣跡は弥生時代中期の拠点集落として著名である。従前より青銅器の鋳型など

が発見され注目されてきたが、最近大型のヒスイ製勾玉がみつかり、在地首長の富の象徴として貴重

な成果となった。南には鬼塚遺跡がある。縄文時代晩期の住居址や再葬墓のほか、奈良～平安時代の

集落が検出されている。該期の井戸から多量の墨書土器が出土した。集落内での祭祀、とくに神との

共同飲食の場で使用されたものと推定されている。西北には白鳳期の創建にかかる法通寺跡や延喜式

内社の石切剣箭神社が鎮座し、連綿と人々が活動する場となっている。

3) 層位（第3図）

調査はコンクリート片等のガラが混じる盛土層（第lA層）のみ機械で除去し、以下は人力による掘削

を行った。調査で検出した層位は以下のとおりである。

第1層 駐車場造成時の盛土と近代の撹乱層を併せて1層とする。 lB層は客土、 lC

第2層 旧耕土層である。混入品として縄文土器を含む。層厚10cm。

第3層 弥生時代中期の遺物包含層。 3層に区分される。低位の第3C層から遣物の出土が多い。

上面は上層の遺構面を形成する。北側ではこの層を除去すると直下に地山面が露出する。層厚15cm。

第4層 縄文～弥生時代の遣物包含層。縄文期の遣物が主体を占める。 4層に区分される。上面は下

層の遣構面を形成する。調査地の南側にのみ分布する。層厚10cm"'-"30cm。

は真砂土。

第 5層 地山層である。
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IC 

!A恥1,:場造成時の盛士
1 B 5GY4/1暗オリープ灰色シルト混じり中粒砂

l C 5Y7/6災色細礫～粗粒砂

2 7.5Y4/2灰オリープ色シルト費中粒砂～細粒砂

3A 2.5Y5/4黄褐色シルト質粘t、第4/e1N2/i).¥色粘士の混合土
313 2.5Y5/4黄褐色シルト四粘士、第4府の混合t

:m 

IA 

IC 5' 

3 C 10Y3/2オリープ黒色粘土質粗粒砂～細礫

4A 5Y4/2灰オリープ色細礫混じり粘土にN2/黒色粘土がプロック状に混入

4 B 5Y4/2灰オリープ色細礫混じり粘士（炭化物多鼠に含む）

4C 2.5Y4/l貨灰色細礫混じりシルト質粘土

4 D 2.5Y4/6オリープ褐色細礫混じりシルト質粘士（炭化物微鼠に含む）

5 IOYR4/6褐色シルト質粘士（地山屑）

第3図 調査地西壁土層断面図

4) 検出した遺構

上層遺構（第4図） ピット35個・ 土坑 6 基• 溝1条を検出した。ピットの詳細データは下層遺構と

ともに別表に掲出した。ピットの埋土は次の4つのパターンに分類できた。

種別 柱痕跡埋土 柱掘形埋土

① 
N2/黒色粘土質シルト（細礫の有無で2つに 10YR3/3暗褐色粘土質シルトにN2/黒色粘土
区分可能） 質シルトがブロック状に混入

② 
N2/黒色粘土質シルト（細礫の有無で2つに 10YR4/6褐色シルト質粘土（地山層）にN2/黒
区分可能） 色粘土質シルトがブロック状に混入

③ 7.5YR2/2黒褐色粘土質シルト
10YR3/3暗褐色粘土質シルトに7.5YR2/2黒
褐色粘土質シルトがブロック状に混入

④ 2.5Y4/1黄灰色粘土
10YR4/6褐色シルト質粘土（地山層）に2.5Y4/l
黄灰色粘土がブロック状に混入

上記の埋土パターンと出土土器の年代観を組み合わせた結果、 SP25-28-30-34(すべて②）を柱通り

とする掘立柱建物の存在が推定できる（第6図）。この柱通りは1.2mのピッチで南北方向に走る。 SP30

から平安期の土師器甕（第9図25)が出土している。したがって②を埋土とする掘立柱建物は当該期の所

産に推定される。① ・③ ・④のピット群には弥生期のものが含まれる。この点は後述する。土坑のう

ち主要なものは第7図に図示した。 SKlは平面が円形で断面が皿形を呈する。径l.lm、深さ13cmを

測る。埋土は2.5Y3/3暗オリーブ褐色粗粒砂混じり粘土。縄文土器・弥生土器と石錘が出土した。 SK2

は溝状の浅い落ち込みを呈する。東側の最大長は2.2m、深さは中央部で7cmを測る。 SK3は円形を呈

すると思われる。現況の最大長l.lm、深さは9cmを測る。埋土はSK2・SK3ともSKlと同じである。SK4

は平面方形、断面箱形を呈する。長辺0.8m、短辺0.58m、深さ56cmを測る。埋土は3層に分かれる。

aはN2/黒色中粒砂混じりシルトに焼土を少量含む。 bは7.5Y3/2オリーブ黒色粘土質シルトに

10YR4/6褐色シルト質粘土（地山層）がブロック状に混入する層。 Cは10Y3/2オリーブ黒色細礫混じ

り粘土である。遣物は僅少であった。 SK5は一部のみ検出した。最大長1.15m、深さは5cmであった。

SK6は現況で一辺0.75m、深さ12cmを測る。埋土はSK5と共通し、 10YR4/6褐色シルト質粘土（地山

層）に2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘土が混ざる層である。 SDlは幅25cm、深さ8cmを測る。東から西へ

流下する小溝である。

下層遺構（第5図） ピット 9個と溝 1条を検出した。南半部で第4層の除去後、地山層上面で検出

した。ピット内から凸帯文土器のみ出土するものは少なく弥生土器が混在するものが多い。このため

所属時期は概ね弥生時代中期と措定できる。平面形は円形・楕円形が多く認められる。その中でSP37

はほぼ正円形を呈するものである（第7図）。深さは13cmを測る。 SD2は幅30-40cm、深さ8cmを測

る。東から西へ流下する。
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第 5図下層遣構
平面図

5)出土遣物

今回の調査では、コンテナー 3箱の遺物が出土した。ただし前記したように、遺

物包含層の遺存状態は悪く、遣構の一括出土もみられなかった。このため、以下

の記述は遣構別・遺物包含層別ではなく、遺物の種別ごとに、たとえば土器は縄

文土器・弥生土器のように時期の古い順に、遺構と包含層をまとめて記すことにした。まとめでも触

第4図上層遣構
平面図

れるが、縄文土器（晩期凸帯文土器）が比較的多く出土したのが、大きな成果であった。
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縄文土器 (1~21) 滋賀里IV式（一部を除き）に併行すると考えられる。 1~12·14·16·19~ 

21 は深鉢。肩部に屈曲をもつ形態(3~5·9~12·16·20·21)がある。口唇部にキザミと口縁部下に

1条のキザミメ突帯をめぐらせるもの (1~5) 、口縁部下にキザミメ突帯文を 1 条めぐらすもの (7

~10) 、口縁部と胴部を区画する半隆帯文を施すもの (6) 、口唇部にキザミメを施すもの(11)、ロ

突帯に 1条の沈線をめぐらすもの (12)、口縁部下に突帯をめぐらすもの (14・16)、口縁端部を断

面方形状に肥厚させたもの(19)、口縁端部上面にキザミメを施すもの(21)がある。 1~5 は胎土に角

閃石• 長石• 石英・くさり礫を含み、口唇部と突帯にはエ具によるD字キザミメが施される。 1はロ

唇部小V字キザミメ、突帯部に小0字キザミメがつく。色調は褐色 (lOYR4/4) を呈し、調整は内外

面共に丁寧なナデが施される。第2層出土。 2は口唇D字キザミメ、突帯部にD字キザミメがつく。色

調は外面明褐色(7.5YR5/6)、内面にはにぶい黄褐色(10YR5/3)を呈し、調整は内面にナデが施される。

第 3層出土。 3は口唇部小V字キザミメ、突帯部小D字キザミメがつく。色調は外面にぶい黄橙色

(10YR6/4)、内面にはにぶい黄橙色 (10YR4/3)を呈し、調整は内外面共に丁寧なナデが施される。

4は口唇部O字キザミメ、突帯部D字キザミメがつく。色調は外面黄褐色 (lOYR5/6)、内面には黄

褐色(lOYR5/6)・ 灰白色 (2.5Y8/l) し、調整は内外面共にナデを施す。 5は口唇部・突帯部共

にV字キザミメがつく。色調は外面褐色 (lOYR4/4)、内面には暗褐色 (10YR3/3)・黒褐色2.5Y3/2)

を呈し、調整は内外面共にナデを施す。また内面には煤付着がみられる。 SP38出土。 6は内外面共に

灰白色 (10YR8/2) を呈し、胎土には白• 黒• 赤色砂粒を含む。調整は著しい摩滅のため詳細不明。

中期後葉～後期初頭に属す。第 4 層出土。 7 は内外面共ににぶい赤褐色を呈し、胎土には長石•石英・
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.. , ,々..... ~:;::; に：：，企

8 ？疇 15 -D 
―/ 

10 
／
 

-『

゜
20cm 
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雲母を含む。調整は内外面共にナデが施される。第4層出土。 8は突帯部に0字キザミメがつくと思

われる。色調は外面明黄褐色 (10YR6/6)・ 灰白色 (10YR7/1)、内面には灰白色 (10YR7/1)・ 暗

灰黄色2.5Y4/2) を呈し、胎土には角閃石・雲母• 長石• 石英・くさり礫を含む。調整は内外面共に

丁寧なナデが施される。 SP16出土。 9は口唇部を面取りし、突帯部にはD字キザミメがつく。色調は

内外面共に黒色 (5Y2/1) を呈し、胎土には長石• 石英・くさり礫・雲母・角閃石を含む。調整はナ

デが施される。第 3層出土。 10は突帯部にD字キザミメがつく。色調は内外面ともににぶい黄橙色

(10YR6/4) を呈し、胎土には長石• 石英・くさり礫• 雲母・角閃石を含む。第3層出土。 11はロ

唇部に小0字キザミメがつく。色調は外面にぶい褐色(7.5YR5/4)、内面は黒褐色(10YR3/1)を呈し、

胎土には長石• 石英• 雲母を含む。調整は内外面共に丁寧なナデが施される。 12は内外面共に淡黄色

(2.5Y8/3) ・オリーブ黒色(5Y3/1)を呈し、胎土には長石• 石英を含む。調整は内外面共著しい摩滅

のため詳細不明。中期後葉～後期初頭に属す。 14は外面黒褐色 (7.5YR3/2)、内面には褐灰色

(10YR4/1) を呈し、胎土には長石• 石英• 雲母を含む。調整はナデが施される。第4層出土。 16

は口唇部を面取りする。色調は内外面共ににぶい黄橙色(10YR6/4)を呈し、胎土には角閃石• 長石・

石英・くさり礫•雲母を含む。調整は口縁部内外面共にナデ、外面体部はヘラケズリが施される。内

面には黒斑が見られる。第3層出土。 19は口唇部を面取りする。色調は外面橙色(7.5YR7/6)、内面に

は淡黄色(2.5Y8/3)を呈し、胎土には角閃石•長石•石英を含む。調整は内外面共に丁寧なナデが施さ

れる。第3層出土。20は外面明黄褐色(10YR6/6)、内面にはオリーブ黒色(5Y3/1)・明黄褐色(10YR6/6)

を呈し、胎土には長石• 石英・ • 角閃石・くさり礫を含む。第3層出土。 21は内弯しながら立ち

上がる体部から、肩部は稜をもつが口縁部は外反せず、口縁端部は外折し、口唇部を面取り後C字キ

ザミメがつく。外面黒褐色(10YR3/l)、内面灰黄褐色(10YR5/2)を呈し、胎土には石英•長石•雲母・

角閃石・くさり礫を含む。調整は外面体部にヘラケズリが施される。 13・15・17・18・21は浅鉢。

13は口縁部が「く」の字形に屈曲する。内外面共に明褐色 (7.5YR5/6)を呈し、胎土には角閃石・

くさり礫•長石•石英を含む。調整は内外面共にナデが施される。 15は口縁部に 1 状の沈線がめぐる

によって擬突帯が生じる。外面明黄褐色(lOYR6/6)・黒褐色(2.5Y3/2)、内面には灰白色(2.5Y8/l)・

黒褐色 (2.5Y3/2) を呈し、胎土には雲母• 長石• 石英を含む。調整は摩滅のため詳細不明。第3層

出土。 17は口縁端部に断面三角形の突起が見られる。外面にぶい黄褐色(lOYR5/3)・黒色(10YR2/l)、

内面には暗灰黄色 (2.5Y4/2) を呈し、胎土には角閃石• 長石• 石英が含む。調整はナデが施される。
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第3層出土。 18は口縁部内面に段をもつもの。内

外面共ににぶい黄橙色 (lOYR7/3)を呈し、胎土

には長石• 石英・くさり礫・角閃石を含む。調整

は内外面共に丁寧なナデが施される。第4層出土。

弥生土器 (22,..._,24・26,..._,35)

22・23は広口壷。 22は大きく外反する口縁部

から、口縁端部に面をもつ。調整は内外面共にナ

デを施す。口縁端面には櫛描波状文、外面には黒

斑が見られる。口径24.0cm。在地産。第3層出土。

23は漏斗状に広がる口頸部から、口縁端部は下方

に拡張する。調整は内外面共に摩滅のため詳細不

明。口径14.9cm。在地産。第3層出土。 24は壷の

蓋。笠形を呈し、口縁部に2個 1組の紐孔が見ら

れる。調整は内外面共にナデが施される。口径

14.2cm。在地産。 SP1出土。 27は壷底部。外面

に密なヘラミガキ、内面にはナデ調整が施される。

外面に黒斑あり。底径7.2cm。在地産。 SKl出土。

29,..._,31は甕。 29はやや直立する体部から口縁部

は外反し、口縁端部は面をもちおわる。調整は内

外面共に荒いハケメ (5/cm)を施す。口径13.8cm。

在地産。第3層出土。 30は内傾する体部から、「＜」

の字形に外反する口縁、口縁端部は上方につまみ

あげる。調整は内外面共にハケメ (5/cm) を施

す。口頸13.8cm。在地産。第3層。 31は内傾する

体部から外折する口縁部、口縁端部は面をもちお

わる。調整は摩滅のため詳細不明。内外面に黒斑

あり。口径15.8cm。在地産。南壁北壁断面出土。
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26・28は甕底部。 26は上げ底気味の底部をもつ。ナデ調整を施す。底径5.0cm。SP37出土。 28は平

底。ナデ調整を施す。底径4.8cm。第3層出土。 32は高坪。坪部は下半が斜め上方から、屈曲して上

方にのびる口縁部。口縁端部は面をもつ。外面口縁部上方に 3条の凹線文をもち、内外面共にヘラミ

ガキ調整を施す。口径23.2cm。在地産。 SKl出土。 33は鉢。内弯しながら外方にのびる口体部から、

ロ縁端部は上方に面をもつ。内外面共にハケメ (9/cm)のちヘラミガキ調整を施す。口径20.2cm。

在地産。 34・35は台付鉢の脚部。共に「ハ」の字形に広がる裾部をもち、円形竹管による無数のスタ

ンプ文が見られる。 34は内外面共にナデ調整を施す。裾径14.0cm。在地産。 SKl出土。 35は内外面

共にナデ調整を施す。裾径15.8cm。在地産。第3層出土。

土師器甕 (25)

丸味をもつ肩部から屈曲して、口縁部は直線的に外方に広がる。口縁端部は内側に肥厚する。調整

は内外面共にナデ調整を施す。口径13.0cm。在地産。 SP30出土。

石製品 (36-43)

36-39・42は打製石器、 40-42は磨製石器。 36は凹基無茎式石鏃。長さ1.95cm、幅1.35cm、

-53 



さ0.3cm、重さ0.48g。色調は灰色(7.5Y4/l)。SK2出土37は平基無茎式石鏃。長さ1.7cm、幅1.6cm、

さ0.35cm、重さ0.85g。色調は暗灰色(N3/)。弥生包含層出土。 38は凸基無茎式石鏃。長さ2.45cm、

幅1.85cm、厚さ0.35cm、重さ1.15g。色調は暗灰色(N3/)。第3層出土。 39は剥片。長さ1.2cm、幅

1.6cm、厚さ0.2cm、重さ0.26g。色調は暗灰色(N3/)。第3層出土。 40は碧玉製管玉。長さ2.5cm、幅

0.8cm、厚さ0.35cm、重さ0.51g。色調は明緑灰色(lOGY7/1)。弥生包含層出土。 41は管玉未製品。

長さ3.85cm、幅0.55cm、厚さ0.65cm、重さ2.57g。色調は明褐色(7.5YR5/6)・ 黒褐色(10YR3/l)。

第3層出土。 42・43は石錘。両側に紐の袂りが施される。 42は長さ9.25cm、幅6.85cm、厚さ1.9cm、

重さ158.41g。色調は灰オリーブ(5Y6/2)。SKl出土。 43は長さ8.65cm、幅7.6cm、厚さ2.8cm、

さ294.70g。色調は灰色(7.5Y6/l)。第4層出土。

6) まとめ

今回の調査では、 27niと極めて限られた調査区であったが、西ノ辻遣跡の西端部の様相に新たな知

見を加えることができた。ここでは調査成果を箇条書きで列挙し、まとめに代えておきたい。

(1) 今回検出した造構には、ピット・土坑• 溝などがある。上層• 下層の 2面にわたり検出した。

東隣の第42次調査では後世の耕作跡を除くと、縄文時代以前・弥生時代中期・古墳時代後期• 奈良～

平安時代前期・中世期の5時期の造構が確認されている。この成果と今回の結果とを付き合わせて上層・

下層の造構面の時期を考えてみたい。

(2) 上層追構面で検出されたピットは、前記のように埋土から4つのパターンに分類できた(p.47)。

このうち②のピットから土師器甕が出土した。この甕は器形から神並遣跡第26次遺跡SD25出土例に

近似しており、 9世紀中葉の年代が与えられる。

(3) いっぽう、土質的には①は②と類似し土師器片が含まれ、奈良～平安時代に推定できよう。④

は調査地の北側に集中し、切り合い関係から②より古相で柱掘形埋土に地山層が認められる。出土遣

物はごく一部の混入品を除いて縄文～弥生土器である。これらのことから④を埋土とするピットは弥

生時代中期に属すると考えられる。凹線文の土器から中期後半を中心とした時期に比定できよう。下

層遣構面のピットや溝には弥生時代以降の追物を含んでおらず、弥生時代中期の所産と考えられる。

(4) 出土造物では縄文時代晩期の凸帯文土器が中量出土したことが注目される。これらは少なくと

も弥生時代以降の二次堆積によるもので一括性に乏しいが、時期的には滋賀里W式期にまとまりを見

せている。二次堆積による凸帯文土器の出土という点も第42次調査の様相と同一である。今回の調査

ではプライマリーな縄文時代晩期の造構を捉えられなかったが、土器の分布から、新川を介在して第

42次から第44次の調査地付近に晩期の生活域が存在した可能性が高い。晩期集落の生活面を破壊して

弥生中期集落が築かれたことが推定できる。

(5) 西ノ辻班跡の縄文時代晩期の遣構は、北部検出の谷筋で若干の遺物が出土しているほかは、現

況では第31次調査地の溝が唯一のものである（第1図）。ただし第31次調査地は第42・44次調査地から

南へ約200m隔たっており、報告者が推定しているように南に接する鬼塚遺跡の集落様相と相関関係

をもつものと思われる。この晩期集落の範囲追及のためにも本遺跡の南西部での調査事例が増加する

ことが期待される。

［参考文献】

・（財凍大阪市文化財協会「西ノ辻遣跡第31次発掘調査概報」（『東大阪市文化財協会概報集ー1996年度(1)-』

所収、 1997年。

• 東大阪市教育委員会『西ノ辻遣跡第42次発掘調査報告』、 2001年。

• 東大阪市教育委員会『市営若宮住宅建替工事に伴う 神並遣跡第26次発掘調査報告』、 2001年。
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第5章意岐部遺跡第6次発掘調杏

1) はじめに

今回調査した箇所は、東大阪市御厨東2丁目716-1・716-5番地にあたり、意岐部遺跡の範囲内では

北端に位置する。調査地は現況で標高T.P約 +2.Smに立地する。因みに、調査地の東側道路は東大阪

市発足前の旧布施市と旧河内市の境界にあたり、旧布施市の最東端に位置することになる。

平成13年 5月、当該地において賃貸用共同住宅を建設する予定の個人から、「埋蔵文化財発掘の届

出」が提出された。東大阪市教育委員会では、工事実施により埋蔵文化財に影響を及ぼすと判断し、

確認調査が必要な旨、届出者に通知した。確認調査は平成13年6月に実施した。調査の結果、設定し

た試掘トレンチ2箇所全てに古墳～奈良時代の遣物包含層が認められた。とくに西側のトレンチからは

古墳時代中～後期の遣物が中量出土し、そのベース面となる灰色粗粒砂層が東へ傾斜することが確認

された。この傾斜は自然の地形とは逆方向であり、ベース面上面での遺構の存在が予想された。この

ため、届出者と東大阪市教育委員会とは協議を重ね、共同住宅の基礎杭打設箇所191mについて事前

の発掘調査を実施することで合意した。なお東端の箇所については機械を併用した調査を行った。調

査は国庫補助事業として東大阪市教育委員会文化財課が担当し、平成13年7月23日から9月20日まで

実施した。調査箇所の位置から、意岐部遺跡の北部域での古墳時代集落の様相把握が調査の目的となっ

た。また、旧の暗峠奈良街道に近接するため、原初的な街道の形成時期の追求もあわせて期待される

ところとなった。
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線

ヽ

‘

,
 
＇ ，
 

第 1図 意岐部遣跡の範囲と調査地点位置図
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2) 意岐部遺跡の位置と環境

意岐部遺跡は、東大阪市御厨• 御厨東2丁目• 西岩田3丁目にわたる、古墳時代から江戸時代にいた

る集落遺跡である。遺跡の範囲は東西約120m、南北約140mに及ぶものと推定されている。意岐部遣

跡は旧大和川が形成する微高地上に立地すると考えられ、標高T.P.2,..._,3mに広がっている。

現在意岐部遺跡は河内平野の中央部に位置し、高層のビルや住宅が林立している。縄文時代の海進

期には洵中に埋没していた。河内潟から河内湖への変化の中で、海退と旧大和川諸川が運ぶ土砂の堆

積作用により、現平野の南部から中部にかけて徐々に氾濫原や微高地が形成していったと考えられて

いる。弥生時代には旧大和川支川の下流域低地の突端にあたり、入江に面した景観が復元される。時

期は下るが、『万葉集』巻四に所載の、大伴旅人が「草香江の入江にあさる葦鶴のあなたづたづし友な

しにして」と詠める歌が意岐部遣跡周辺の原初的な景観を示すものと考えられる。

意岐部遺跡の歴史的な環境について、周辺遺跡の動向を探ってみたい。北東にある新家遣跡では、

縄文時代晩期の土器や殻を閉じたセタシジミ・ヤマトシジミが発見され、河内潟の古環境を知ること

ができる。意岐部遣跡周辺で、自然地形の変遷と耕作地の拡大及び集落の形成が有機的に関連付けら

れるのは弥生時代に入ってからである。東に接する西岩田遺跡や瓜生堂遣跡からは前期の遺構・遺物

第2図 意岐部遣跡と周辺の遣跡
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が発見されている。山賀遣跡では盛土状遣構から多量の前期土器が出土している。中期になると瓜生

堂遣跡が河内湖南岸の拠点集落となる。瓜生堂遺跡はマウンドが遺存する方形周溝墓で著名であった

が、該期の居住域とその様相については不明な点があった。近年、遺跡の北部で弥生IV期前半に建て

替えを行なった掘立柱建物が多数発見され注目される。後期には引き続き瓜生堂遣跡で集落が営まれ

るとともに、西岩田・巨摩廃寺• 若江北• 上小阪など瓜生堂遺跡の周辺に集落が拡散する傾向が窺わ

れる。古墳時代には、東隣の西岩田遺跡で庄内～布留式土器とそれに伴う竪穴住居が検出されている。

意岐部遺跡の西北1.3kmにある西堤遺跡では布留式期の集落が発見され、この頃には意岐部ー西堤を

繋ぐラインが低湿地から集落を営造しうる微高地へと変化していたことが窺われる。薬師寺跡は御厨

天神社の故地である。御厨天神社は延喜式内社の意岐部神社の論社となっており、近代の意岐部村も

この名に負っている。以上、微高地上には弥生時代以降の遺跡・史跡が点在している。

3) 意岐部遺跡の調査（第1 図• 第1表）

意岐部遺跡は昭和15年(1940)、道路建設に伴う地上げ作業の際に遺物が出土し遣跡の発見となった。

遣物には古墳時代中～後期の土師器・須恵器、奈良～平安時代の土師器・須恵器・石製模造品がみら

れる。以降、意岐部遣跡の調査は今回で6次を数える。ここで既往の調査成果について第6次調査地を

中心にまとめておきたい。

第 1次調査 第6次調査地から南東へ100111の地点。地表下lmで遣構面を確認。幅10-30cm、深

さ5-30cmの溝が直交して約30条、南北と東西に延びていた。一辺40cmの方形ピットも 3個検出。

これらは出土土器から古墳時代後期(6-世紀後半ごろ）の遺構と推定されている。なお、この調査に先立

つ試掘調査で第6次調査地から東60111の地点にトレンチが設けられており、そこでは中世期以降の溝

状遣構を検出したとされる。この点については後述する。未報告。

第2次調査 第6次調査地から南東へ120111の地点。試掘調査。二次堆積の土師器・須恵器・瓦器小

片が少量出土したにとどまった。

第3次調査 第6次調査地から西へ80111の地点。 4期の遣構面を確認。第1遺構面では近代以降の落

ち込みとピットを検出した。第2遣構面では江戸時代後期の溝を検出。第3遺構面は地表下 lmで鎌倉

時代ごろの土坑8基・ピット 5個を検出した。第4遣構面は地表下1.1-1.2111で古墳時代後期の溝3条・

土坑1基• 落ち込み1ヵ所・ピット7個を検出した。また下層で庄内～布留式土器が多量に出土した。

これらは間層が介在して2層から一括出土したもので型式変遷をみる上で貴重である。

第4次調査 第6次調査地から南へ80111の地点。溝状トレンチ2本と一辺13111の正方形トレンチに

分かれて調査。溝状トレンチでは中世期• 平安時代・古墳時代ごろの 3時期の遺構を検出。正方形卜

レンチでは4期の遺構面を確認。第 1,-.._, 第 2 遣構面では平安～中世期の溝1 条• 土坑5基・ピット7個

を検出。第 3 遺構面では平安時代の溝 9 条•土坑16基・ピット 15個を検出した。第 4 遣構面は古墳時

代の土坑16基・ピット 9個• 溝3条を検出した。この遺構面では丁寧な整地が施されていたとされる。

また遣構の密集度から古墳時代集落の中心が北東方向へ延びることを推定されている。

第5次調査 第6次調査地から南へ120111の地点。調査区の南東側は西岩田遺跡に包摂される。中

世期• 平安時代・古墳時代中～後期・古墳時代前期の4時期の遣構が検出されているようである。とく

に幅Smを超える畦畔遣構は奈良時代末期を遡る可能性があると指摘されている。未報告。

以上の既出の遺構面を総合すると、中世期以前において、①鎌倉時代を中心とした中世期、②一部

奈良時代を含む平安時代、③古墳時代中～後期、の3時期に収倣できる。ただし、意岐部遺跡周辺は近

世～近代まで連綿と水田・畑地として利用されており、遺構面の検出レベルからこの時期の攪乱が広

範囲に行なわれていることが窺え、中世期以前の遣構面検出には種々困難を伴うことになった。
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次数 調査原因 実施期間
調査面積

調 木旦 地 調査主体 報 告 司亘
(1廿）

1次 共同住宅建設
1978.2.17~ 

200 西岩田3丁目111 東大阪市造跡
1978.3.12 保護調査会

2次 国庫補助事業
1980.1.lO~ 試掘

西岩田3丁目111・951 束大阪市 『東大阪市埋蔵文化財発掘調
（範囲確認調査） 1980.1.11 2箇所 教育委員会 査概要1979年度』 1980年3月

3次
ガソリンタンク 1988.4.15- 41 御厨東2丁目714-6 （財）束大阪市 『東大阪市文化財協会概報集
埋設工事 1988.5.2 文化財協会 -1997年度』 1998年3月

1999.10.25 束大阪市
『東大阪市埋蔵文化財発掘調

4次 賃貸共同住宅建設 1999.12.9 250 御厨東2丁目681-4 教育委員会
査概報 一平成11年度ー』
2000年3月

2000.4.26- 西岩田3丁目113-1,113-2,
（財）東大阪市

5次 店 舗 建 設 2000.5.31 664 
113-6,114-1~3,115~120, 

文化財協会125,956 

6次 賃貸共同住宅建設
2001.7.23~ 

191 御厨束2丁目716-1,716-5 束大阪市 本書2001.9.20 教育委員会

第1表 意岐部遣跡の調査一覧表
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第3図 意岐部遺跡第6次調査トレンチ位置図

4) 調査の概要

(1) 調査方法・調査トレンチと地区割（第3図）

発掘調査はまず現代の盛土層と旧耕土層を機械で除去しそれ以下を人力で掘削して進める方法を
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とった。後述の池沼状遺構の最上層は近代以降の堆積によることからその掘削には適宜機械を使用した。

調査トレンチは工事の基礎杭や地下施設が密集して全面が調査対象となった箇所をA地区、基礎杭

の通りで溝状トレンチとなった箇所を北からB地区、 C地区と仮称して調査を進めた。 A地区とB地区、

A地区とC地区は調査当初若干離れていたが、遣構面認識のための断面精査などで連続したほうが調査

の能率が高まると判断し、調査依頼者の理解を得た上で接続した。 A地区は基礎杭の位置関係から4箇

所の張り出し部があるためこれを便宜的にA地区の地区割に援用した。したがってA地区をA-1からA-

6に細分した。 C地区 ・D地区は排土の仮置きの関係から、 B地区・ C地区の調査終了後に着手した。こ

の両地区は機械を併用して調査した。前記のように今回の調査では各時期の遣構面認識と検出遣構の

精細な記録が求められることから、国家座標系による基準杭の打設が必要となった。基準杭の打設業

務は、有限会社西田測量設計に委託して実施した。

(2) 層位と遺構面（第4図• 第5図）

後述の池沼状遺構が調査地の中央に位置しているため、その東側と西側では土層の堆積物や堆積状

況が一変していた。今回の調査の層位は調査終了後、 A,..._,C地区の各土層に含まれる遣物の年代観から

総合的に勘案して得られたものである。 D地区 ・E地区は別記としA,..._,C地区の層序を以下に記す。

第 1層 現代の盛土層。調査地は直前まで駐車場として利用されておりその時点での盛土と、府道

大阪枚岡奈良線築造工事での地上げ土に分けられる。

第 2層 近代～現代の旧耕作土である。細粒砂混じりの粘土を基本とする。 3層に区分される。第

2B層は調査地全域に広がる。一部が池沼状遣構（遺構面 I)の最上部の堆積土となっている。

第 3層 黄褐色の粗粒砂を基軸にする層。 2層に区分される。 B地区・ C地区では第3B層上面が遺

構面を形成する（遣構面II)。図示不可能な小片であるが、第3B層には古墳～平安時代の遺物に混じり

鎌倉時代の瓦器碗片が出土している。したがって堆積の時期は中世期ごろに措定できる。また地沼状

遣構上層の堆積土を構成する土層である。

第4層 青黒色～暗オリーブ色の中粒砂～粗粒砂。 2層に区分。第4A層は池沼状遺構の下層堆積土

を構成。第4B層はB,..._,C地区のベース層である。出土遺物は古墳～平安時代に属するが、 A地区の様相

から堆積時期は平安時代をかなり下るものと考えている。以上の第3層・第4層はB,..._,C地区のみで認

められたものである。

第5層 灰色系のシルト質土である。古墳時代中～後期から奈良• 平安時代にかけての遣物包含層。

A地区の西側、第2層の直下に広

がる。遣存の良好な箇所で層厚 ， r--- ―-- - -
約15cm。 , A地区 池沼〈追構面 I〉

.I 戸1 d 追構面ill・追構面IV分布範囲
第6層 黄褐色系のシルト質 ＇ 

土である。古墳時代中～後期の I ， B地区

遺物包含層。上面は奈良～平安 叫J I〈追構面lI〉

時代の遣構面を形成する（遺構 I ＼ ， ， 

面皿）。 3層に区分される。ただ I ¥ 
し第6C層は遺物の出 が稀薄 E口地り区 ＇ ＼ 

であった。遺存の良好な箇所で I ' C地区

層厚約30cm。 ' 

第 7層 黄褐色系のシルト～ p 5 
シルト質粘土。今回の調査の 第4図池沼状遣構・遺構面の概略図
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ベース層である。上面は古墳時代中～後期の遺構面を形成する（遺構面IV)。2層に区分される。 A地区

南西端(A-5区）では南側トレンチ外へ傾斜し凹地に第7A層が堆積していた。

第8層 黄色系の粗粒砂。 A地区北端(A-1区）では層厚80cm以上。湧水が著しい。 A地区壁面際の

確認掘りトレンチで極微量の庄内式土器片が出土した。以上の第5層～第8層はA地区西側でのみ確認

した土層である。

今回の調査で確認した遺構面について再度確認しておきたい。先に見たように各地区によって堆積

した土層が異なり、このために時期の異なる遣構面が各所に分散している。遣構面 IはA・B・C地区、

第2層下部で検出した。遺構は池沼状遣構(SXl・SX2)である。遺構面 IはB地区・ C地区の第3B層

面で検出した。遺構にはピット・溝・土坑がみられる。遺構面IIはA地区、第6層上面で検出した。遣

構には掘立柱建物・ピット・溝• 土坑がある。遺構面皿はA地区、第7層上面で検出した。遣構には掘

立柱建物・ピット・溝• 土坑がある。ここで簡便な調査を行なったD地区・ E地区の層位と成果につい

て触れておく。調査は機械を併用する形で行なった。地表下2.3mまで掘り下げたが湧水が激しく危険

なため以下の調査は中止した。層位はA"-'C地区に準拠し関連をもたせるようにした。その結果、 D地

区では第2層が6層に、第3層が4層に細分できた。 E地区では第2層が5層に、第3層が3層に区分でき

た。いずれも第2層の下部（第2D層～第2F層）は東から西へ傾斜しており、C地区で検出した地沼状遣構

SX2の一部を構成するものと考えられる。周辺のベース層となる第4B層はD地区で確認された。第2

層各層の出土遣物はいずれも近世期～近代期の追物に摩滅した古墳時代の土器が認められる程度で

あった。なお、 D地区北西隅の第2F層の最下部で奈良時代に属すると考えられる土馬が後世の混入品

とともに出土している（第13図7)。
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3)検出した遺構

遺構面 I(第 4 図•第 5 図） 地沼状遺構を2ヵ所検出した。 SXlは調査地中央を占地。平面形は長楕

円形を呈するものと推定される。東西方向は7.8~12.3m、南北方向は現況で14.7mを測る。縦断面で

各々地沼の2段目の肩が認められ南北方向は約17m程度の規模を有したと推定される。A地区での最大

深は1.29mである。南から徐々に傾斜し北側で最深部をもつ。埋土は大きく3層に区分される。上層は

第2C層の下部である。中層はマンガン粒を含む7.5YR5/8明褐色粘質シルトと中～粗粒砂の互層であ

る。下層は5BG4/1暗青灰色粘土を主体に7.5Y7/2灰白色中粒砂をレンズ状に含む層である。下層が

地沼の機能層で中層段階に一時耕地となり凹地状のところに第2C層で整地されたと考えられる。 SXl

の西側は遣構面皿.IVを破壊しており、出土遣物は古墳～平安時代に属するものが大半を占める。中

～下層からは第15図31・32・39の中世期遣物が少量出土した。 SXlは中世～近世期に機能し、

の明治期段階で埋没したものである。 SX2は調査地東側を占地。 B地区の東側では地沼が認められず、

北側が尖る楕円形を呈するものかと考えられる。 C地区からE地区までの東西方向は約13.5m、C地区

での最大深は0.96mを測る。 C地区では底面のレベル差から東から西へ、また北へ流下する。また断

面は緩やかなU字形で一部溝状を呈する。溝状部はC地区東側からA地区北側へ通じSXlと一体化した

形となる可能性がある。埋土はSXlと同様の土質で3層に区分された。近世期の陶器片が少量出土した。

機能・埋没の時期はSXlと同様である。

遺構面JI(第7 図• 第2表） B地区でピット15個・ 土坑6基・溝2条、 C地区でピット 5個を検出した。

前記したようにこれらの遺構は中世期以降の所産と考えられる。主要なもののみ説明する。 SKI(断面

第6図）は不定円形である。現況で長径0.9m、短径0.45m、深さ36cmを測る。埋土は2層に分かれ、

①層は第3A層と第3B層の混合土、②層は第3B層と第4B層との混合土であった。混入品の須恵器

坪蓋（第13図25・26)が出土した。 SK2は隅丸三角形を呈する。長辺1.28m、短辺0.92m、深さ34cm

を測る。埋土は第3B層を主体としN4/灰色シルト質粘土が混じる層である。 SK3は不定円形。径

0.75m、深さ16cm。埋土は第3B層に中粒砂を多く含む層である。 SK4は方形と推定され、現況で最

大長2.2mを測る。深さは0.6mまで確認した。近世期の陶器片が出土し、該期の井戸と考えられる。

SDI は幅20~28cmの小溝で深さ 8cm。底面のレベル差はほぼ均等であった。 SD12は幅20~30cmで

深さ5cm。南から屈曲して北へ流下する。埋土はSDI・SD12ともSK2と同じである。
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遺構面皿（第8図•第10図•第11 図・第2表） A地区の第6層上面で、掘立柱建物2棟・ピット46個・

土坑8基• 溝10条を検出した。古墳時代の混入品が著しいが出土遣物から、これらの遺構は奈良～平

安時代に属するものと考えている。なお、土坑とピットの区別は便宜的で土坑の番号を付けたものの

中にピット状遺構がかなり含まれている。ここでは現場で使用した名称を踏襲した。

①掘立柱建物（第10図） 今回建物の平面プランの復元にあたっては、ピットの埋土と出土遺物を優

先した。まずSBlが復元でき、その主軸方向と同一の建物がもう 1棟復元できた。 SBlはSP31・SP39・

SP46・SP36・SP38で構成される。総柱建物。倉庫と考えられる。南北方向は真北に対して50西へ
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振る。東西2間X南北2間の建物と推定される。東西の柱間は1.5m、

南北の柱間は1.6mを測る。床面積は9.6rnとなる。出土遣物はSP31

から須恵器坪蓋• 土師器坪（第14図28・29)がみられた。 SB2はSK9

下部・ SP45・SP44・SP47・SP54で構成される。 SBlの1.2m南に

位置する。南北の主軸方向はSBlと同じ。現況で東西2間X南北2間

分が復元できる。柱通りから東西方向へはもう1間延長する可能性

がある。東西の柱間は1.8m、南北の柱間は1.9m。床面積は13.68m

以上。なお、今回は復元できなかったがピットの位置関係からSK12-

SK13のライン以南にもう1棟の掘立柱建物の存在が予想される。ま

たSBlの北側では長径が70cm前後の規模をもつ大型のピットが密

在し、 この面の掘立柱建物を中心とした遣構が北西方向に広がるこ

とがわかる。

②土坑（第11図） 密集して検出されている。 SK8はA-l~A-2で検

出。方形を呈する。長辺1.12m、短辺0.67m、深さ8cmを測る。埋

土は第6層 ・5Y4/l灰色シルト・ 10YR4/3にぶい黄褐色中粒砂混じ

りシルトの混合土。 SK9はA-2で検出。長楕円形を呈する。長径

1.28m、短径0.59m、深さ30cmを測る。下部はピット状の落ち込
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みをもつ。埋土はSK8と同じ。土師器坪（第13図23)が出土した。

SKlOは西半のみA-4で検出。方形を呈する。長辺は1.32m、短辺は

現況で0.42m、深さは7cm。埋土は第6層主体で2.5Y4/l黄灰色粘土質シルトがブロック状に混入する

第12図 SK17実測図

層である。土師器坪（第13図21)が出土した。 SKllはSKlOに切られる土坑である。繭形状の楕円形を

る。長径0.83m、短径0.52m、深さ20cmを測る。中央でピット状に凹む。埋土は2.5Y4/l黄灰色

粘土質シルトを主体に第6層が混入する層である。土師器・須恵器の小片が出土した。 SK12はA-4の

南側で検出。西側をSD8に切られる。繭形状の楕円形を呈する。長径は現況で1.12m、短径は0.76m、

深さ20cmを測る。中央で凹む。埋土はSKlOと同じ。土師器坪（第13図24)が出土した。 SK13はA-4

の東側で検出した。円形を呈すると思われる。現況で長径0.75m、短径0.47m、深さ25cmを測る。埋
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土はN4/灰色粗粒砂混じり粘土質シルト。土師器・須恵器の小片が出土した。 SK14・SK15はともに

A-5で検出。 SK15は浅い落ち込みを呈する。埋土はSK14,...__,15とも第6層を主体に10YR4/3にぶい黄

褐色シルトを少量含む層である。 SK15では混入品の古墳時代土器が少量出土した。

③溝（第8図） 東西方向と南北方向に直行する溝群を検出した。このうちSBlはSD3とSD7に区画さ

れた内部に配置されており、建物の区画溝の性格を持つものが含まれよう。概ね幅25"-'30cm、深さ

5cm程度の規模である。南北溝は北から南へ、東西溝は西から東へ流下する。切りあい関係から南北

溝は東西溝より古い段階で掘られている。埋土も溝の方向でまとまりを持つ。ただしSD2は切り合い

から最も新しいもので埋土も他の溝とは大きく異なり、平安時代の末期に下る可能性がある。

遺構面IV(第9"-'12図） A地区の第7層上面で、掘立柱建物2棟・ピット 51個• 土坑5基• 溝2条を検

出した。これらの遺構には一部上層遣構からの混入品を除いて、古墳時代中～後期の遣物が含まれる

ことから、概ね該期の所産と考えている。ただし西南隅のA-5区の遣構については、ベース層となる

第7B層が南へ傾斜し、その上部に堆積する第7A層を遺構面とするため、奈良～平安時代に下るもの

が認められる。

①掘立柱建物とピット群（第9図•第10 図） SB3はSP10l・SP102・SP103・SP104・SP105・SP106・

SP107で構成される。総柱建物。南北方向を主軸として10° 東へ振る。東西2間X南北2間の建物。東

西、南北とも柱間は2mを測る。床面積は16m。SP105を除き掘形は大型で長軸90,...__,127cmを測る。

古墳時代集落の主要建物である。各ピットから古墳時代中期の土師器・須恵器・製塩土器が出土して

いる。 SB4はSB3と同一の主軸方向で推定復元したものである。 SB3の西1.55mに位置する。 SP81・

SP89・SP92-SP118で構成すると考えられる。 SP89-SP118間は7mを測り、 SP92を含めて柱間

1.75mとして南北4間分が復元可能である。推定であるが、 SP89-SP118間の中央のピットはSP102

-SP105の柱通りの延長線上に位置することになる。 SP118からは古墳時代中期の土師器・須恵器が

出土した。 SB3の内部にあるSPlOOには柱根が遣存していた（図版5)。なお、これら建物の北方、SK17

周辺には切り合うピットが密集している。建て替えを伴った1棟以上の建物の存在が推定される。

②土坑・溝（第11 図•第12 図） SK16はA-1の北端に位置する。方形を呈する。長辺は現況で0.84m、

短辺は0.4m、深さ46cmを測る。埋土は2層に分層できた。①層は2.5Y4/2暗灰黄色粘土を主体に第7

層がブロック状に混入する層である。炭化物を含む。②層は第8層を主体に①層をブロック状に含む層

である。 SK17はA-l"-'A-2で検出した。不定円形を呈する。現況で長径3.2m、短径1.9m、深さ24cm

を測る。埋土は第7層• 第8層 ・N4/灰色粘土の混合土である。土坑の西南隅では古墳時代の土師器・

須恵器が密集して出土した。製塩土器のブロック、砥石もみられる（図版6)。今回の調査では最も一括

性の高い遺物群である（第13図）。土坑壁面の一部が竪穴状を呈することから、壁面際や底面などを精

査したが、周溝や柱穴の痕跡は認められなかった。 SK19はA-5区、遺構面IVの西南隅で検出した。円

形を呈すると思われる。現況で径0.7m、深さ10cmを測る。埋土は2.5Y4/2暗灰黄色粘土である。溝

はSD13・SD14の2条があるが、いずれも一部の検出にとどまった。溝状の土坑の可能性がある。

5) 出土遺物

今回の調査では、コンテナー 25箱分の遺物が出土した。遺物の記述にあたっては、まず一括性の高

いSK17から行い、土坑(SK)、ピット(SP)、溝(SD)、池沼状遺構(SX)、各遣物包含層の順に説明を加え

るものとする。遣構は遺構面別に概要を記している。それとの整合と理解に役立つよう、遺構名の後

部に所属する遺構面を注記した。
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第2表 意岐部遣跡第6次調査検出ピット一覧表(1)

ff 掘 Jli H痕跡

麟糾J訓誓JlJi面形態~ニロニ］『『 11'1且i亦）lli:l: ft l屈 Hi Ill' 」：

SP! I c I rr I lftl'l/8 I 38 I 27 I 17 15 I 2.5Y4/3オリープ褐色細粒砂混第3Bl0を主体に10Y4/l灰色粘士がプロッじりシルト 1ク状に混入。

SP2 I C I IT I lli円形/1I 53+ I 19+ I I 5+ I 17 I N4/灰色シルト質粘土。

SP3ICIIII ~I 形ii I 2s+ I 13+ I 10+ I 13 IN4/灰色シルト質枯土。

第:m屑を主体に10Y4/l灰色枯士がプロッ
ク状に混入。

第3Bli1を主休に!OY4/l灰色粘：J: がプロッ
ク状に混入。

;:;)i円ii)))'.i~ロ：ロロ
SP8IB1Illk柘I'mI 70 I 32 I 31 I 17 I N4/灰色シルト買枯土。

SP9 I B I 11 I l'llfi I 28 18 I・1:J I K4/灰色シルト質粘t。

第:m屑t似 N4/灰色中粒砂-lll拉砂多く
含む，

第38履暉。 N4/灰色叫丸砂-ill粒砂多く
含む。

且J :J: i且 i勿

奈良～平安期 古屈中期

〇（土師）

〇（製坦）

〇（製梃）

〇（須：1[(） 1 。（須恵） 1 

sr101 s I u I l'JJr, 力 I60 I 52+ I - I 17 

SP!! I BI [l I f•J 形n I 30土 J16+J 1:J J 17 JN4/灰色シルト質粘l:。

第:lllf/1,J淋。 N4/灰色シルト質枯士が混入・I認誓恥I0(須恵）
I悶翌屑主似 N4/灰色中粒砂～机粒砂多く

第3B'11主似 N4/灰色中粒砂-lll粒砂多くSPl2 I B I ll I楕円形n122+121+1 12 1 12 IN4/灰色シルト質粘t。

SP!3 I B I II I桁muI 36 I 32 I 1s I 14 I N4/灰色シルトn枯土。

含むt

第38府I叶,j;,N4/灰色中粒砂-m粒砂多く
含む。

'.'.l I ¥I i::;1~1 Jj i 11(); ト ホ砂I!!屑~·ii~~;::;打:i~i
SP!8I BI IT I H'il'IJIJ I 59 I 51 22 I 21 10YR3/:l賠褐色シルト質枯十

第3!3屑.l0YR3/311揺色シルト質粘上．
•も I 2.5Y6/61VJ黄褐色枯質シルトの混合：L 
第6AIMに2.5Y4/l黄灰色粘:i'.がプロック
状に混入。

SPl9 [ A [ Ill I (不明） I 2s+ I 2r,+ -'0  

SP20 I A I Ill I !ii fll形hI・:io+ I 13+ I 17 I 9 I 2.5Y4/l黄灰色粘質シルト。

SP21 I A I llI I 楕円,r,I 35 I :io I 20 I 11 I 2.5Y4/l黄灰色粘質シルトP

SP22 J A J Ill J )f形 I 41 I 37 I 18 I 12 J 2.5Y4/l黄灰色粘買シルト。

SP23 I A I Ill I l'I 111 I 39 19 I 6 I 2.5Y4/l黄灰色粘質シルト I 

SP241Alml~I形 I 36 16 I 2.5Y4/l黄灰色枯質シルト。

第6A屑に2.5Y4/l黄灰色粘質土がプロッ
ク状に混入。

第6A/riに2.5Y4/l黄灰色枯質士がプロッ
ク状に混入。

第6Alv,に2.5Y4/l黄灰色粘質：i: がプロッ
ク状に混入。

第6/¥府に2.5Y4/l設灰色粘質I:がプロッ
ク状に混入。

第6/¥/rlに2.5Y4/l黄灰色粘質土がプロッ
ク状に混入。

I 0(:t: 師）

| 〇（須忠）

時期不明 I m1 考

〇（土師）

0(土師）

〇（土須師恵）・

〇（土師・
須患）

〇（須恵）

0(士師）

0(:1澗i)

〇ucn,r,J

〇（須恵）

〇（土師）

〇（士糾i)

□ ! : ! : ! :::: ! :: ! ・:: ! :: ! :: !'.'.~'. □□［色::砂 ltt~1:~;; コロi;;:::::i0『）l,!::,I C二,,師
SP28IAIJITI 方,~I ss I 51 I 30 

SP29 I A I m I楕円形hI 41 I 25+ I 19 

SP30 I A I Ill I 小方形 I25 I 15 I 17 ::: 1~:~1ロロ:色::·"'I~:;ロ：ク：；；:::::: I :::: 
SP31 I A I Ill I 楕円形 J.39 J 29 J 23 J 20 J 2.5Y4/1黄灰色粘質シルト。 I 第61¥冊に2.5Y4/l黄灰色粘11:上がプロック状に混入。

I 0(土師）

sr32 I A I m I 桁l'JJI,I 41 I :i2 I 20 I 13 I 2じ.5りYシ4/ル3オト。リープ褐色中粒砂混 第6A肘に2.5Y4/:lオリープ褐色中粒砂混I 0(1師）
じりシルトがプロック状に混入。 ― 

SP33 I A I m I 桁円形 I 30 I 25 I 21 I 9 I 2 5YJシ4/ル3オトリープ褐色中粒砂混
じり 。

第6A屑に25Y4/3オリープ褐色中粒砂混 O<:tcf:ilil I o<製塩）
じりシルトがプロック状に混入' ' 

SP35 / A / llI /梢円形/ 43 / 26 / 18 / :JO I 2 5Y4/3オリープ褐色中粒砂混 第じ6A肘に25Y4/3オリープ褐色中粒砂混 0(土師・
じりンルト。 りシルトがプロック状に混入。 須恵）

SP36 I A I rn I 鼎丸方,~I 45 I 41 I 21 I 9 I 2 5Y4/3オリープ褐色中粒砂混 第6A屑に25Y4/3オリープ褐色中粒砂混 〇（土師・ 〇（土師・
じりンルト。 じりシルトがプロック状に混入。 須恵） 須恵）

sr37 I A I m I 楕円11,1・7o I 53 I 35 I 33 I 2じ.5りYシ4/ル3オト。リープ褐色中粒砂混 第6A屑に2.5Y4/3オリープ褐色中粒砂混 須〇恵（七•師製坦・） 須〇恵（土•師製塩・じりシルトがプロック状に混入C

SP38 I A I Ill I I月）移 I2s I I 1s I 9 I 2 5Y4、/3レオトリープ褐色中粒砂混
第6A府に25Y4/3オリープ褐色中粒砂混

じりン）卜。 じりシルトがプロック状に混入。

SP39 I A I III I 方形 I 27 I 21 I 19 I 26 I 2 5Y4/3レオトリープ褐色中粒砂混
じりシ）卜。

第6A府に2.5Y4/3オリープ褐色中粒砂混I I 
じりシルトがプロック状に混入。 0(土師） 0(須忠）

SP40 I A I III I l副形 145 1 27 1 19 1 9 12 5Y41ttリープ褐色中粒砂混第GJ¥111に25Y4/3オリープ褐色中粒砂混I0(土師） I 0(土師・
じりン） 。 じりシルトがプロック状に混入C 製坦）
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〇（須恵）

〇（須恵）

〇（須恵）
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第2表 意岐部遣跡第6次調査検出ピット一覧表(2)

誓輝i形態
u Jill jfj 柱痕跡1検出ら面 出 t 追物

遺構名地区 かの 柱痕跡埋t +t n1; 1r, 1m c1→ 備 ・” "・ 長軸 短軸 径深さ 奈良～平安IUJ'片1/jtft)UJ II『Iりi;i,111

SP4 l A 皿 円形 39 33 25 13 2 5Y4/l黄灰色枯質シルト。 I第ク6状A/にv,混に入2。.5Y4/l黄灰 ：プッ
〇(:I師） 〇（須恵）

SP4 2 A 皿 桁円形 29 21 17 II 5Y4/I灰色細粒砂混じりシルト
第GA肘に5Y4/l灰色シルトがプロック状 〇(:I.師・
,゚,-_枇・n-人。 須恵）

SP43 A ill 円形 28 24 20 10 2 5Y4/:lオ卜リープ褐色中粒砂混 第6A屑に25Y4/:lオリープ褐色中粒砂品じりシル 。 じりン）レトがプロック状に混人。 ） 

SP44 A Ill !1ir!ff 44+ 12+ 27+ 11 2じ.5りY4シ/ル3オト。リープ褐色中粒砂混 第じ6りAシ屈ルにト2が.5Yプ4ロ/:Jッオクリ状ーにプ混褐入Eる
,i.,比, 

OU師）

SP45 A ill 円形カ 62 43+ 24 28 2 5Y4、/3レオトリ（ー炭プ化褐物色中中鼠粒含砂む混） 第じGりAシ屑ルにト2が.5Yプ4ロ/3ッオクリ状ーにプ混褐入iC沖粒砂混 〇(:I:師・じりン） c 須恵）

SP46 A Ill HirJJ~ 42 26 19 15 2じ.5りYシ4/ル3オト。リー（炭プ化褐物色巾中鼠粒含砂む混） 第じ6りAhシ,ルにト2が.5Yプ4ロ/:lッオクリ状ーにプ混褐入（c ；混 OCt師）

SP47 A Ill 正円形 41 23 16 2,5¥'4/l黄灰色枯質シルト＜ 第6Af;;iに2.5Y4/I黄灰色枯買-1:がプロッ
0(土師）

ク状に混入

SP48 A !IT 楕円形 32 23 16 13 7に.52Y.5RY44//21灰黄褐灰色色シルト含質む粘，士粘：l: を。
第2.56AY4fi/•ll 主黄灰休色に枯7.七5YのR混4/合2—灰!:.褐色粘十＾ 0(土師） 〇（須忠）

SP49 A Ill 隅丸方形 60 40+ 25 19 2.5Y4/3オリープ褐色中粒砂混 第じliりAシ府ルにト2が,5Yプ4ロ/3ッオクリ状ーにプ混褐入(。
温 0(一J;師・ OU侃j,

じiJシルト。 須恵） 須忠）

SP50 A Ill llWJJfj 34 24 20 l:l 2.5Y4/1黄灰色粘質シルト。 ,l¥ク状6Aに屑混に入2。.5Y4/1 ‘ソ

SP5! A III 円形 30 25 15 ， 2 5Y4/3オ卜リープ褐色中粒砂混 第じGりAシi付ルにト2が.5Yプ4ロ/:lッオクリ状ーにプ混褐人色。 , ,iT比< 
〇(clc師）

じりシル c 

SP52 A Ill 円形 20 15 22 N:J/暗灰色粘：Jc混じりシルト。 7暗,5灰Y色R4シ/:ルl褐ト色を細含粒む砂C混じりシルトにK:l/ 0(:須1澗恵i）・ 〇(:I澗i)

SP53 A III 桁円形 32 27 15 10 
2 5Y4/:lオリープ褐色中粒砂混 第じ6AU．、 1．に2.5Y4/:lオリープ褐色中粒砂混
じりシルト。 りン）レトがプロック状に混人。

SP54 A Ill 方形 47 31 32 10 2 5Y4/3オリープ褐色中粒砂混 第じ6り.¥シli,ルIにト2が,5Yプ4ロ/:lッオクリ状ーにプ混褐入{。
、.,,.,,, 

〇U:師）じりシルト。

SP55 A Ill 方形 47 41 20 18 2.5Y4/3オリープ褐色中粒砂混 第GAf/ijに25Y4/:lオリープ褐色中粒砂混 OU. 師・ OU淵rJi)
じりシルトe じりシルトがプロック状に混入。 製坦）

SP56 A Ill 長楕f'I形 40 I 7 15 13 
2、5Y4/3オリープ褐色中粒砂混 第じ6A屑に2,5Y4/'.lオリープ褐色中粒砂混 0(土師）じりシルト。 りシルトがプロック状に品入。

SP57 A Ill 円形 23 21 13 36 2.5Y4/:lオリープ褐色中粒砂混 第6A『1に2.5Y4/:lオリープ褐色中粒砂混 〇（須恵） 0(土師）
じりシルト6 じりシルトがプロック状に混人。

SP58 A 皿 Jr, 円形 33 23 13 21 N3/II紅灰色粘t混じりシルト， 7 5YR4/3ル褐ト色を細含粒屯砂混じりシルトに'.¥3/ OU: 師・
暗灰色シ ，，,む， 製塩）

SP59 A Ill 円形 28 17 I 9 N3/暗灰色枯土混じりシルト。 7.5YR4/:l褐色細粒砂混じりシルトにN:J/ Oげ師）暗灰色シルトを含む。

SP60 A Ill 円形 23 16 31 N3/賠灰色粘士混じりシルトC 7.5YR4/:l褐色細粒砂混じりシルトに:S::J/ 〇（土師・ OU'.r.,1il 賠灰色シルトを含む。 製塩）

SP6l I A I Ill 円形 27 2:l 13 12 i'::l/11行灰色枯：I: 混じりシルト。 7.5YR4/:ルl褐ト色を細含粒む砂も混じりシルトにN:l/
賠灰色シ 凶

SP62 A Ill 円形 24 17 l 2 K3/暗灰色粘土混じりシルト。 7.5YR4/:ルJ褐ト色を細含粒む砂。混じりシルトにi¥:l/
賠灰色シ ， 

SP63 B II 円形 27 17 14 N4/灰色シルト質粘士。 第含:むm£rfH似 N4/灰色中粒砂-m粒砂多く

SP64 B Il 円形 26 17 10 N4/灰色シルト質枯L I第含3む13a屑主似 ci,1/灰色中粒砂-Ill粒砂多く

SP65 A JU lXPHf多カ 33 18+ 15千 7 25Y4/I黄灰色枯買シルト。 第ク6状Aに肘混に入2。,5¥'4/l黄灰色枯買I.がプロッ

SP66 A 皿 jfff~J~ 33 22 17 21 2 5Y4/l黄灰色枯買シルト。 第ク6状Aに府混に入2も.5Y4/l黄灰色粘 ッ

SP67 A III Hwrn 32 20 14 20 N3/暗灰色粘：Jc混じりシルト。 7、5YR4/:Jル褐ト色を細含粒む砂。混じりシルトにJ¥::J/暗灰色シ 凸
〇（上師）

SP68 A IV 楕円形h 61+ 13+ 3 第状7に!3混屑入セ。休 色 ック OU: 師・須恵）

SP69 A IV 楕円形 20 14 5 第状7にB沿//7入主た体で5ぃ,/;仄己祐u:・ ック

SP70 A IV !lifl月 71+ 29+ ， 第j);7BIこ混IM入主。体で5Y4/l灰色枯:I:がプロック 〇（士須師恵）・

SP71 A IV 長方形 69 34 ;35 2 5Y4/211行灰黄色枯七

SP72 A II' 不整円形 5:l 46 27 25Y4/2暗灰黄色枯：!:。 0(土須師恵）・ Q(j師・ SD7 
須恵） 直下

SP73 A fV 円形 41 35 11 第状7にB混屑入主。体 ；プック
〇（須恵）

SP74 A IV 円形カ 33 29+ 8 第状7Bに混屑入セ。休 ック 〇(:I泄Ii・
須恵）

SP75 A IV 隅丸方形カ 48+ 39 11 第状7にB混il'i人主っ体で5Y4/l灰色枯士がプロック

SP76 A IV 円形カ 30 29+ 15 2 5Y4/2暗灰黄色枯十タ 〇(:!・師）

SP77 A IV 円形 40+ ;37 15 2 5Y4/2暗灰黄色粘1一ベ 〇（土師） OU:l:1fi・ SD9 
製塩） 直下

SP78 A IV 円形 42 37 28 2 5Y4/2暗灰故色粘土。 OU: 師）

SP79 A IV 円形カ 41 28+ 12 2.5Y4/211附灰黄色粘i:。 0(士師） 〇（土師・
佃H悼l勺製坦）
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第2表 意岐部追跡第6次調査検出ピット一覧表(3)

誓
ti'll!i)移 Wiilがl奥il:i面i 出士追物

逍構名 地区 平i/ii形態
}i軋Ii jj/軋Ii ff 

からの 柱痕跡埋t n JI, 1~Jm :I: 
奈良～平安Jりl ;t;/Jれ l•J開 11『WIオく1り1

備 考
深さ

SP80 A IV iEl'IJD 34 ll 1RIり~7こllf混fl人Jミe ック

SP8l A IV 隅丸方形 51 :l4 :is 2 5Y4/2暗灰黄色枯I:. 〇（須恵）

SP82 A IV jEf'Jlf; :i,1 17 2.5Y4/211附灰黄色枯L 0(土師）

SP83 A IV !fm1r, 24 17 6 第状7にB混府入'L。 ック

SP84 ,¥ N i『ドJlfjカ 85+ 56+ 25 41 第1k7Bに混屑入主。
ック 須〇恵(:I・: 師製塩・） 

SP85 A JV !rif'l/f; 力 56~ 39 lfi 第状7に!3混伍ll'入も休で5 廿/1 ック

SP86 r¥ IV 円形 22 ， 第w7こ!3混伍H｝ヽcH ヽ・~-,,; I: がプロック

SP87 ;¥ IV 不整l'I形 58 49 27 2 514/211{; 灰黄色枯cL 〇（士須師恵）・ SK9 
直下

SPSS A IV 円形 20 17 5 第¥k713lこ混1什人主c（本で5Y4/l ック

SP89 A IV IりIii 43 18 2 5Y4/2暗灰貨色枯：l。 〇（製坦） 0(土師）

SP91 i¥ IV ィ＜芥'Iり1移 52 44 17 第状7にB混lel人主。休で5Y4/l ック
〇(:!:師）

SKll 
f(i下

SP92 A IV Hiflllfiカ 39+ 21 12 2 5Y4/2暗灰凶色枯tも

SP93 A IV 廿WI形h 42+ 16ャ J 9 り状万7にBf混ri入主。休 ック

SP94 A l¥' 1EPJ/fi :i1 IO 2.5Y4/2暗灰貨色粘土。 0(土師）

SP95 A JV 円形 47 22 第状7に1l混/fl人;t( 灰色枯上がプロック
〇（土師）

SP96 A I¥' 円形 31 2,1~ 8 第1k7Blこ混li:i入主＜ で5Y4/l灰色枯土がプ ック 〇（須恵）

SP97 A IV 円形 :J2 27 ， 第jk(7こB混fiH入令H; で5Y4/J灰色枯士がプ ック

SP98 A IV ィ'li'Iり18 45 :is I 7 2 SY4/211ti灰凶色枯：I:。 0(十賃師JLO・

SP99 A II' 1吐i'f'II移 47 :J5 14 2 5Y4/2賠灰凶色枯・t:. 0(:1: 師）

SP!OO A IV 隅丸）j形 "--" 5:l 25 40 2 5Y4/211i¥灰黄色シルト質枯：I:。第1kl7こB混I汁人t。休 ック 0(士須師恵）・

SP!Ol A IV 円形 107 34 '.l4 砂2.5。Y4/211削灰黄色シルト質細粒 2人.5，Y4/2暗灰黄色細粒砂t体に第「Bit]がi昆 須0恵(土•師製坦・） 

A I¥' lHiif'IJ杉 90 :32 2 5Y4/2賠灰黄色シルト質細粒 2人.5もY4/21脩灰黄色手lll粒砂主 iが混 〇（須恵）SP102 68 27 砂令

2 5Y4/211紅灰黄色シルト質紐l拉 2入.50Y4/211/,-灰黄色細粒砂,t'木に第7B府が混 須〇恵（土•師製塩・） SP103 A I¥' ィく整Ji/杉 127 90 41 38 
砂s

SPI04 A IV ィミif<f']形 9:i+ 86 30 :i2 第枯8質/l'iシ,ルt休トにを2含.5むY。4/2暗 色 第ロ8ッ1付ク主状休に混に入2.5。Y4/2暗 プ 0(須恵） 0(土師）

SP105 A IV Hil'II移 46 34 12 2.5Y4/2暗灰黄色粘t。 〇（須恵） 0(土師）

SP106 A IV :n月f'I形 101 75 34 :is 誓 ト!'i紅l哨立 2,5Y4/211fr灰黄色緋l粒砂主（木に第7BI社が混
須0恵(土・師製塩・） 入。

SPl07 A IV 不整Pl形 91 87 41 39 2砂.5もY4/211紆灰黄色シルト質紐l粒 2 5Y4/211剖灰黄色細粒砂主休に第7B府が混 〇（土製師坦）・
入c

SP108 A IV tr.f•Jjfj 80 5:l 29 2 5Y4/2暗灰黄色粘：!:。 須〇恵（土•師製塩・） 

SPl09 A IV !fWJJfi 41 26 12 2 5Y4/2暗灰黄色枯土c

SPllO A IV 円形 30 2:3 7 第状7に8混屑入じ。 ック

SPlll A IV lrir'rn, (i0 45 :37 2 5Y4/211行灰黄色枯土。 0(十須師恵）・ 甕庄も内出式： !: 

SP112 A IV li¥l'llf; 34 22 7 第1K7にB混厨入主 ック

SP! 13 A IV 円形 32 26 l4 2.5Y4/2暗灰黄色粘上。

SP! l4 A IV !Vil'llfi 55 41 12 2 5Y4/211行灰黄色枯土。 〇（土師）

SPll5 A IV 1E['l/f多 24 12 2 5Y4/2暗灰黄色枯I:。 0(土須師恵）・

SP116 A TV !fil'J/[タカ 45+ :i2+ 13 第状7にA混/i人1主。（本で5Y4/l灰 ック 〇（土須師恵）・

SP! 17 A IV 円形 40 15 2 5Y4/2賠灰黄色粘：1・.。（やや砂質） 〇（製塩） 〇（土師）

SP118 A fl' 長llil'I形 80 41 46 2 5Y4/2暗灰貨色枯土。 〇（土!忠← ij→ i• 
須）

SP119 i¥ IV 円形 :J4 :JO 2 5Y4/2暗灰黄色粘:l:. 須〇恵（土•師製塩・） 
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S K17出土遺物【遺構面IV】(1,..._,20・73,..._,39) 1 "'6・9 ,..._,13は土師器、 7・8は土製品、 14

は石製品、 15"'20は須恵器。 1は坪身。丸底から内傾する体部。口縁部は上方に立ち上がり、口縁端

部は丸くおさめる。調整は外面体部ヘラケズリ、内面にはナデが施される。口径13.6cm、器高3.8cm。

色調灰褐色(5YR5/2)を呈する。 2"'6は高坪。 2は坪部。平底から内弯しながら口縁部につづく。ロ

縁端部は丸くおさめる。調整は外面ハケメ(12/cm)、内面にはハケメのち放射状暗文が施される。ロ

径12.3cm。色調内面橙色(5YR7/6)、外面にぶい橙色(7.5YR7/3)を呈する。 3,..._,6は脚部。 3は「ハ」

の字形に広がる裾部から、裾端部は面をもつ。脚裾部堺に2方向の円孔を穿つ。調整は内外面共にハケ

メ(9/cm)のちナデが施される。裾部径8.6cm。色調内面橙色(5YR7/6)、外面橙色(5YR6/6)を呈する。

4は「ハ」の字形に広がる裾部から、裾端部は面をもつ。調整は内外面共に著しい磨滅のため詳細不

明。裾部径8.9cm。色調内面橙色(5YR6/6)、外面橙色(5YR7/6)を呈する。 5は裾広がりの脚柱部から、

屈曲して外方に広がる裾部。裾端部は面をもつ。調整は内外面共にヘラケズリが施される。裾部径

11.6cm。色調橙色(5YR6/6)を呈する。 6はなだらかに「ハ」の字形にひろがる裾部、裾端部は丸く

おさめる。脚裾部堺に3方向の円孔を穿つ。調整は著しい磨滅のため詳細不明。裾部径10.4cm。色調

内面明赤褐色(2.5YR5/6)、外面橙色(2.5YR5/6)を呈する。 8は土錘。長さ5.0cm、幅1.3cm、厚さ

1.05cm、孔径0.55"'0.7cm。ナデ調整が施される。色調明赤褐色(5YR5/6)を呈する。 9・10は直口壷。

9は直線的に外方に広がる口縁部、口縁端部はやや尖り気味におわる。調整は内外面共にハケメ

(10/cm)が施される。口径10.7cm。色調内面明赤褐色(5YR5/6)、外面橙色(5YR6/6)を呈する。 10は

球形の体部に外方に広がる口縁部、口縁端部はやや丸くおさめる。調整は外面体部ヘラミガキ、底部

ヘラケズリ、内面工具によるナデが施される。口径9.5cm、器高14.6cm。色調内面にぶい黄褐色(10YR5/3)、

外面にぶい赤褐色(2.5YR5/4)を呈する。 11,-_,13は鉢。 11は丸味を帯びた体部から内弯する口縁部、

口縁端部は丸くおさめる。調整は内外面共にナデが施される。口径10.4cm。色調内面灰白色(2.5Y7/1)、

外面黄灰色 (2.5Y6/1)を呈する。 12はやや平底から丸味を帯びた体部、口縁部は内弯し、口縁端部

は丸くおさめる。調整は内外面共に剥離のため詳細不明。内面は全て煤付着。口径12.2cm。色調内面

暗灰色 (N3/)、外面橙色 (7.5YR6/6)を呈する。 13は体部から口縁部まで球体をなす。調整は内外

面共に剥離のため詳細不明。口径18.2cm。色調内面浅黄橙色 (10YR8/3)、外面橙色 (7.5YR6/6)を

呈する。外面に煤付着。 14は砥石。全面砥面として使用。長さ25.7cm、幅9.3cm、厚さ6.0cm。色調

灰白色(7.5YR7/1)を呈する。 15は坪身。丸味を帯びる底部から、受け部は水平につき、口縁部は長く

内傾する。口縁端部はやや面をもつ。調整は外面底部1/2に回転ヘラケズリが施される。口径11.9cm。

色調内面灰色(N6/)、外面灰色(N4/)を呈する。 16・17は無蓋高坪。 16は外面体部に断面円形の把手

をもち、口体部境には2条の凸帯をもつ坪部。凸帯下には櫛描波状文(910.6cm)が見られる。調整は外

面底部2/3に回転ヘラケズリが施される。口径17.3cm。色調内面灰白色(N7/)、外面灰白色(N8/)を呈

する。 17は「ハ」の字形にひろがる脚部に、 4方向からなる三角形の透かし窓。坪部は平底からなだ

らかに上方にのびる口縁部、口縁端部は内側に段状の凹みをもつ。外面体部に断面楕円形の把手をも

ち、口体部境には 1条の凸帯をもつ坪部。凸帯下には櫛描波状文 (7/0.7cm)が見られる。調整は外

面底部2/3に回転ヘラケズリが施される。口径17.8cm、器高13.3cm、裾部径11.7cm。色調内面赤灰

色(5R5/1)、外面灰色(N4/)を呈する。 18"'20は器台脚部。 18は「ハ」の字形にひろがる脚部から、

裾部は屈曲し水平をなす。外面裾部境に 1条の凸帯がめぐる。調整は回転ナデが施される。裾部径

19.2cm。色調内面灰褐色(5YR5/2)、外面灰褐色 (5YR4/2)を呈する。 19はなだらかに「ハ」の字

形に広がる裾部から、裾端部は丸くおさめる。外面裾部境に 2条の凸帯がめぐり、その凸帯間に櫛描

波状文 (8/cm)が施される。裾部径18.4cm。色調内面灰白色 (5Y8/1)、外面暗青灰色 (10BG4/1)
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＿二□―:8

亡ー7
O 10cm 30 

第14図 SP31・SP71・

を呈する。 20は円筒形の脚部から「ハ」の字形にひろがる裾

部、裾端部は屈曲して外反する。外面裾部に 3条の凸帯がめ

ぐり、その凸帯間に櫛描波状文 (12/l.8cm)、長方形の透か

し窓が施される。裾部径19.9cm。色調内面黒色 (10YR2/l)、

外面褐灰色(10YR5/l)を呈する。 78,-..,89は製塩土器である。

外方にひらく口縁をもつもの (78)、直口する口縁をもつも

の (79,-..,81)、内傾する口縁をもつもの (82,-..,89)、外面に

平行タタキが施されるもの (78・81,-..,83・87)、内面にエ具

よるナデが施されるもの (79・84・88)がある。 78は口径

6.0cm。色調灰白色 (2.5Y8/2)を呈する。 79は口径5.0cm。

色調は灰白色 (2.5Y8/l) を呈する。 80は口径5.4cm。色調

灰白色 (2.5Y8/l)を呈する。 81は口径6.4cm。色調は橙色

(5YR6/8) を呈する。 82は口径4.8cm。色調内面灰白色

(2.5Y8/l)、外面灰白色 (10YR8/2) を呈する。 83は口径

4.7cm。色調灰白色 (5Y8/l) を呈する。 84は口径4.7cm。

色調灰白色 (10YR8/2)を呈する。 85は口径4.4cm。色調浅

黄橙色 (7.5YR8/6) を呈する。 86は口径4.2cm。色調灰白

SD3出土造物実測図 色 (7.5Y8/1)・淡黄色 (2.5Y8/3)を呈する。 87は口径4.6cm。

色調灰白色 (2.5Y8/2) を呈する。 88は口径4.2cm。色調内面浅黄橙色 (7.5YR8/3)、外面灰白色

(lOYR8/2)を呈する。 89は口径4.3cm。内面赤橙色 (lOR6/6)、外面赤灰色 (2.5YR5/l) を呈する。

SKlO出土土器【遺構面m】(21) 土師器坪身。平底から内傾しながら外方に伸びる口縁部。口縁端

部は丸くおさめ、内側に1条の沈線が施される。調整は内外面共に著しい磨滅のため詳細不明。口径

14.6cm、器高3.0cm。色調内面橙色(5YR7/6)、外面淡黄色(2.5Y8/3)を呈する。

SK19出土土器【遺構面IV】(22) 土師器坪身。底部欠損。内傾しながら立ち上がる口縁部。口縁

端部はやや尖り気味で、内側に段をもつ。調整は外面底部にヘラケズリが施される。口径15.2cm。色

調内面淡黄色(2.5Y8/3)、外面橙色(5YR6/8)を呈する。

SK9出土土器【遣構面皿】 (23) 土師器坪身。平底から内傾しながら立ち上がる口縁部。口縁端

部は外折し尖り気味に終わる。調整は著しい磨滅のため詳細不明。口径16.2cm、器高2.9cm。色調橙

色(5YR7/6)・ 浅黄橙色(7.5YR8/3)を呈する。

SK12出土土器【遣構面皿】 (24) 土師器坪身。平底から内傾しながら立ち上がる口縁部。口縁端部

は外傾し、内側に沈線をもつ。調整は外面底部にヘラケズリが施される。口径19.4cm。色調淡黄色

(2.5Y8/3)を呈する。

SKl出土土器【遣構面Il】(25・26) 須恵器坪蓋。 25は外方に広がる口縁部に、ややにぶい稜が

つく。調整は内面天井部は仕上げナデ、外面天井部全面に回転ヘラケズリが施される。口径13.2cm、

器高4.1cm。色調明青灰色(5PB7/1)を呈する。 26はつまみ付タイプの坪蓋。やや平らな天井部に、ロ

縁端部は下方へ屈曲し尖り気味に終わる。調整は内外面共に回転ナデが施される。口径12.5C ill。色

調灰白色(N7/)を呈する。

SP71出土土器【遣構面IV】(27) 須恵器長頸壷（瓶子）。両肩部に耳の痕跡。底部欠損。なで肩か

ら屈曲して、漏斗状に広がる口頸部、口縁端部は上方につまみ上げる．内面頸部に二段接合痕が見られ

る。調整は回転ナデが施される。口径9.2cm。色調灰色(5Y6/l)を呈する。
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SP31出土土器【遣構面ill](28・29) 28は須恵器坪蓋。宝珠つまみをもつ。ほぼ水平に近い天井

部から、その端でZ字状にカーブを描き、口縁端部は下方へ屈曲する。調整は全体を回転ナデ、内面天

井部に仕上げナデが施される。口径20.4cm、器高2.5cm。色調明青灰色(5BG7/19)を呈する。 29は土

師器坪身。平底から内弯しながら立ち上がる口縁部、口縁端部は外折し丸くおさめる。調整は外面底

部ヘラケズリが施され、内面には煤付着。口径15.9cm。色調内面黒色(10YR2/l)、外面にぶい橙色

(5YR6/4)を呈する。

SD3出土土器【遣構面皿】 (30) 須恵器坪身。たちあがりがやや短く内傾し、端部は尖り気味にお

わる。受部はやや短く上方にのび端部は丸くおさめる。調整は外面底部 1/2に回転ヘラケズリが施さ

れる。口径12.8cm。色調内面灰色(N6/)、外面灰白色(N7/)を呈する。

sx 1出土遺物【遺構面 I] (31 "-'44) 31・32は東播系須恵器捏鉢。共に口縁端部を上下に拡張さ

せる。 31は内面体部にエ具によるナデが施される。口径34.0cm。色調灰色(N6/)を呈する。 32は回転

ナデ調整が施される。口径31.0cm。色調灰色(N6/)を呈する。 33は土師器羽釜。なだらかに外弯する

ロ縁部、口縁端部は丸くおさめる。外面体部には水平の鍔がめぐる。調整は内外面共にナデが施され

る。口径31.3cm。内面口縁部に煤付着。色調灰黄褐色(10YR5/2)を呈する。胎土に角閃石を含む生駒

西麓産。 34,-..,35は須恵器坪蓋。 34は平らな天井部から、その端でZ字状にカーブを描き、口縁端部は

下方へ屈曲する。調整は内面天井部仕上げナデが施される。口径11.5cm。色調灰色(N6/)を呈する。

35は「ハ」の字形にひろがる天井部、口縁端部は下方へ屈曲する。口径15.0cm。色調灰色(N6/)を呈す

る。 36は外面天井部に偏平なつまみをもつ。口径16.0cm、器高2.2cm、つまみ径2.65cm。色調灰白
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第15図 SXl出土遣物実測図
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第16図 SK17出土製塩土器実測図

色(N7/)を呈する。 37・38は須恵器坪身。 37は高台を

もつ。底径12.8cm。色調灰白色(N7/)を呈する。 38は

ち上がり短くやや内傾し、水平な受部をもつ。口径

12.0cm。色調内面灰色(N7/)、外面灰色(N5/)を呈する。

39は瓦器椀。口縁端部が丸味をもつ和泉型。内面には

並行線状暗文が施される。口径14.6cm。色調暗灰色

(N3/)・ 灰白色(N8/)を呈する。 40は須恵器高坪。裾部

欠失。長脚2段透かし。坪身は立ち上がり短く内傾し、

上向きの受部、端部は丸くおさめる。外面底部1/3回

転ヘラケズリ、内面底部に仕上げナデが施される。口径

13.2cm。色調青灰色(5PB6/l)を呈する。 41は砥石。一

部に砥面が見られる。長さ10.7cm、幅7.75cm、厚さ

6.0cm。色調灰黄色(2.5Y6/2)を呈する。 42"-'44は土師

器甕。 42は球形をもつ体部、外反する口縁部、口縁端

部は内側に肥厚する。調整は内外面共ハケメ(4/cm)が施される。口径19.0cm、器高30.7cm。色調内

面にぶい黄橙色(10YR6/4)、外面にぶい橙色(7.5YR6/4)を呈する。外面に煤付着、黒斑あり。 43は

「＜」の字形に外反する口縁部、口縁端部は丸くおさめる。調整は外面平行タタキ(2/cm)、内面はヘ

ラケズリが施される。口径16.4cm。色調灰黄色(2.5YR7/2)を呈する。 44は直立気味の体部、口縁部

は外折し、口縁端部は上方につまみ上げる。調整は内外面共ハケメ(10/cm)が施される。口径19.2cm。

色調橙色(2.5YR6/6)を呈する。

A地区 第2層出土遺物 (45"-'52) 45は土師器皿。内弯しながら立ち上がる口縁部、口縁端部は

肥厚する。調整は外面ヘラケズリが施される。口径20.0cm。色調内面明褐灰色(7.5YR7/2)、外面浅

黄橙色(7.5YR8/4)・ 橙色(5YR7/8)を呈する。 46は土師器鉢。内弯する体部から口縁部にかけて断面

が厚くなり、口縁端部は断面方形をなす。調整は著しい摩滅のため詳細不明。口径21.0cm。色調橙色

(2.5YR7 /6)・橙色(5YR7/6)を呈する。 47は土師器甕。なだらかに外反する口縁部、口縁端部は上方

に面をもち凹む。調整は外面タタキが施される。口径19.4cm。48"-'51は須恵器坪身。 48"-'50は断面

方形の「ハ」の字形の高台をもつ。 48は口径13.0cm、器高3.7cm、底径11.0cm。49は底径11.6cm。

色調灰白色(N7/)を呈する。 50は口径15.4cm、器高5.8cm、底径10.8cm。色調内面暗青灰色(5BG7/1)、

外面暗オリーブ色(2.5GY4/l)・ 明青灰色(5BG7/1)を呈する。 51は椀形をなす口体部、口縁端部は丸

味をもつ。調整は口縁直下から底部に回転ヘラケズリが施される。口径15.4cm、器高5.5cm。色調緑

灰色10GY6/l) を呈する。 52は砥石。 3面砥面として使用。長さ7.4cm、幅4.5cm、厚さ2.2cm。

第7層出土土器 (53) 土師器高坪。椀形をなす体部から口縁部、口縁端部はやや尖り気味に終わ

る。調整は内外面にヘラミガキが施される。口径11.6cm。色調浅黄橙色(10YR8/3)を呈する。

第3層出土土器(54) 須恵器坪身。断面方形の「ハ」の字形の高台をもつ。調整は内外面共著しい風

化のため詳細不明。口径24.0cm、器高4.6cm、底径21.0cm。色調灰白色(NS/)を呈する。

第2,..__, 3層出土土器 (55・56) 55は須恵器坪身。平底から直立気味に立ち上がる口縁部、口縁端

部は水平にのびる。外面底部は未調整。口径11.2cm、器高2.3cm。色調緑灰色 (10GY5/l)を呈す

る。 56は土師器甕。なだらかに「＜」の字形に外反する口縁部、口縁端部は上方につまみ上げる。調

整は著しい風化のため詳細不明。口径15.8cm。色調浅黄橙色 (lOYR8/3・10YR8/4)を呈する。

第5層出土土器 (57,..__,59) 57は須恵器坪身。平底から丸味をもつ体部、口縁部は内傾し、口縁端
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部は丸味をもつ。受部は水平。調整は外面1/3回転ヘラケズリが施される。口径7.5cm、器高4.8cm。

色調灰色 (N5/)を呈する。 58は土師器坪身。なだらかに外傾する口縁部、口縁端部は外方に面をも

つ。調整は著しい風化のため詳細不明。口径15.6cm。色調内面淡黄色(5Y8/3)、外面橙色(7.5YR7/6) 

を呈する。 59は土師器甕。「く」の字形に外反する口縁部、口縁端部は外方に屈曲し丸くおさめる。

調整は外面ハケメ (5/cm)、内面は著しい剥離のため詳細不明。口径17.4cm。色調内面淡黄色(5Y8/3)、

外面淡黄色 (2.5Y8/3) を呈する。

第6層出土遣物 (60"-'70) 60は須恵器坪蓋。平らに近い天井部から、口縁部は直下に下がり、ロ

縁端部は面をもつ。やや尖り気味の稜がつく。調整は内面天井部に仕上げナデ、外面天井部3/4は回

転ヘラケズリが施される。口径12.7cm、4.3cm。色調内面青灰色 (5PB6/1)、外面灰白色 (N7/)を

る。 61"-'63は須恵器坪身。 61の口縁部は内傾し短く、口縁端部は屈曲し上方にのびる。受部は

水平。調整は外面底部2/3回転ヘラケズリが施される。口径10.0cm。色調青灰色 (5PB6/1) を呈す

る。 62・63は断面方形の「ハ」の字形の高台をもつ。 62は底径10.6cm。色調オリーブ灰色(2.5GY6/1)

を呈する。 63の調整は内面底部仕上げナデ、外面底部は回転ヘラケズリが施される。口径13.8cm、

器高3.9cm、底径9.0cm。色調灰白色 (N7/)を呈する。 64は須恵器高坪。坪部欠損。長脚2段透か

しと思われる。裾部径12.5cm。色調青灰色 (5PB6/1)を呈する。 65は土師器坪身。丸味をもちな

がら立ち上がる体部から、口縁部は外弯し、口縁端部は内側にやや肥厚する。調整は著しい摩滅のた

め詳細不明。口径16.6cm。色調内面橙色 (7.5YR7/6)、外面褐灰色 (7.5YR4/1)を呈する。 66は滑

石製双孔円板。表・裏共に研摩痕が明瞭に残存。長さ・幅3.0cm、厚み0.3cm。67は須恵器小型皿。

直線的に外方にのびる口縁部、口縁端部はやや尖り気味におわる。口体部境に 1条の凸帯がめぐる。

ロ径9.0cm。色調灰色 (N6/)を呈する。口縁部内面に煤が見られることから、灯明皿とも考えられ

る。 68は須恵器把手付コップ。小さな平底から外方にひらく体部、口縁部は上方にのび、口縁端部は

尖り気味におわる。口体部境に2条の凸帯がめぐり、その下部に櫛描波状文 (11/0.Scm)がみられる。

調整は外面底部付近にヘラケズリが施される。口径8.6cm、器高7.9cm、底径3.0cm。色調内面青灰色

(5PB6/1)、外面明青灰色 (5PB7/1)を呈する。 69は須恵器壷。断面方形の「ハ」の字形の高台、

張りのある肩部をもつ。調整は外面自然釉付着のため詳細不明。底径10.2cm。色調内面灰白色(N7/)、

外面オリーブ灰色 (10Y4/2) を呈する。 70は砥石。全面砥面として使用。長さ6.9cm、幅5.9cm、

さ3.0cm。表面に研摩痕が見られる。

B地区 第2層出土遺物 (71"-'75) 71・72は瓦製円板。平瓦からの転用品。 71は長さ・幅3.5cm、

さ1.3Cm。色調暗灰色 (N3/) を呈する。 72は長さ・幅4.9cm、厚さ1.7Cm。色調暗灰色 (N

3/)を呈する。 73は須恵器小型壷。平底から丸味をもつ体部。調整は内面底部仕上げナデ、外面底部

は回転ヘラケズリとヘラ切が施される。色調灰色 (N6/)を呈する。 74は須恵器坪蓋。平らな天井部

から、その端でZ字状にカーブを描き、口縁端部は下方へ屈曲する。口径14.8Cm。色調灰色 (N6/)

を呈する。 75は須恵器甕。「＜」の字形に外反する口縁部、口縁端部は上方に面をもち凹む。口径21.0

cm。色調灰白色 (N7/)を呈する。

第3層出土土器 (76・77) 弥生土器甕。外面体部に平行タタキが見られる。 76はなだらかに外反す

る口縁部口縁端部は面をもつ。口径10.0C ill。色調内面橙色(5YR6/8)、外面にぶい褐色(7.5YR6/3)

を呈する。 77は「＜」の字形に外反する口縁部、口縁端部は上方にのびる。口径17.0cm。色調内面

オリープ色 (2.5Y4/4)、外面にぶい黄褐色 (10YR5/3) を呈する。

D地区 第2F層出土遣物（第13図7)土馬が出土している。胴部と前足の一部残存。全体をユビ調

整で施される。細片のため詳細不明。色調赤褐色 (5YR4/8) を呈する。
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6) まとめ

今回の調査では、池沼による撹乱を受けながらも古墳時代中～後期• 奈良～平安時代の 2つの遣構

面を確認することができた。以下、調査成果を要約し、まとめとしておきたい。

(1) 意岐部遺跡の古代集落について

既往の調査成果から、第4次の北、第3次の東に集落が広がるとされていたが、今回大型の総柱建物

SB3が検出され、第6次調査地が古墳時代中～後期集落の中心部の一角を担うのは確実となった。市域

の古墳時代掘立柱建物については中西克宏の集成がある。その中で西岩田遺跡第10次調査倉庫1は

SB3とは南に約250m隔たる。従前本遣跡と西岩田遺跡とは一体化して理解する向きがあったが、建

物の位置関係からも別個の集落様相をもつことが判明した。また北端のSK16は掘立柱建物の柱穴の可

能性があり、生活域はさらに北西に広がることになる。この場合、暗峠奈良街道の前身古道（日下直越

）は調査地周辺には該当しないことになる。いっぽう、奈良～平安期の遺構面については、当時どの郷

に所属したのかが問題となろう。『和名類緊抄』若江郡所載の郷として、「弓削 刑部 新治 巨麻

川俣 錦部 余戸」が掲出されている。現行の地名事典では本造跡周辺を川俣郷とするが、川俣は現

在も地名が遣称され私見によれば納得しがたい。余戸はアマルベと訓み地名考証は低調であるが、「戸

数増加による新立の郷」と解釈できる。今回検出の集落が「余戸郷」に相当するのではないか。その

傍証として式内社意支部神社の問題がある。意支部神社は論社で〔御厨〕天神社と長田神社が候補と

なっている。ただいずれにせよ意岐部遣跡から北西に隔たっており、奈良～平安期に集落として立地

できる環境にあったか疑問である。その点からも余戸郷への措定を仮説として呈示したい。

(2) 出土遺物について（数字は図番号に対応）

出土遺物で最も量が多いのはSXl出土品である。 SXlはベース層となる粗粒砂層を挟るため主体は

庄内期から中世期に及ぶ。 31・32は東播系須恵器捏鉢で器形から13世紀代と思われる。 39は和泉型

の瓦器婉で13世紀後半に属する。いずれもSXlの機能時期の資料と考えられる。他方SXlの西肩は2

面の遺構面を掘り込みかつ整地するためその直下で古墳～奈良時代の遣物が密集していた。古墳時代

中～後期遣構面ではSK17の出土遺物が注目される。 16・17は須恵器無蓋高坪で田辺編年のTK208型

式に相当する。 12・13の口縁部が内彎する鉢は布留遺跡布留（西小路）地区L.N.45出土例、佐田遣跡

SX101出土例に類似品が求められる。佐田遺跡SX101出土例では内彎口頸坪にTK208型式の須恵器

壷が伴っており、 SK17出土土器の年代観が首肯されよう。ただ15の須恵器坪身はTK23,.._,TK47型式

に併行するものと見られる。これらのことからSK17出土土器は5世紀後半～末ごろに属するとの見通

しをもつことができよう。遺構面の時期についてはさらに時間福がある資料群が混在すると捉えてお

り、古墳時代中～後期に推定している。 SK17では製塩土器のブロックが検出したことも特色である。

88は戟頭卵形を呈し内面は貝殻調整が顕著である。 85は88と比べて胴部が膨らむ器形をもつ。この

相違は産地の違いを表すものとみられ、 88は紀淡産、 85は大阪府沿岸産と考えられる。なお81は備

讃瀬戸産と推定される。伴出の砥石は塩生産工程に関わる遣物かと考えられる。

《文献》 〔第3次調査〕（財）東大阪市文化財協会『東大阪市文化財協会概報集ー1997年度ー』 1998年。

〔第4次調査〕東大阪市教育委員会『東大阪市埋蔵文化財発掘調査概報一平成11年度ー』 2000年。

田辺昭三『陶邑古窯址群 I』、平安学園考古学クラプ、 1966年。

埋蔵文化財天理教調査団『布留追跡布留（西小路）地区 古墳時代の遺構と追物』、 1996年。

奈良県立橿原考古学研究所編『南郷遣跡群II[奈良県史跡名勝天然記念物調査報告73]』、 1999年。

棚橋利光「意支部神社」（式内社研究会編『式内社調査報告4(河内国）』、皇學館大学出版部、 1979年。

中西克宏「神並• 西ノ辻• 鬼虎川遣跡の建物跡と遣物」『神並• 西ノ辻・鬼虎川・水走遣跡調査報告書』 2002年。
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調査前の状況（南東より）

A地区~B地区
SXl掘削後全景（西より）

A地区
sx 1掘削後状況（南よ り）
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C地区
SX2掘削後状況（西より）

B地区
遺構面II掘削後状況（東より）

C地区

遺構面II掘削後状況（西より）
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遺構面ill A地区検出全景（南よ り） 遺構面皿 A地区掘削後全景（南より）

遺構面IV A地区検出全景（北よ り） 遺構面IV
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遺構面ill A地区SK9内
土師器一括出土状況（南より）

遺構面皿 A地区SKlO内
土師器杯出土状況（西より）

遺構面ill A地区SP31内

土器出土状況（南より）
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遺構面皿

A地区のピット群（北よ り）

遺構面皿 A地区
SKll掘削後状況（西よ り）

遺構面N A地区SPlOO内
柱根遺存状況（西より）
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第6章 芝ヶ丘遺跡第12次発掘調査

1) はじめに

芝ヶ丘遣跡は、東大阪市北石切町・中石切町4丁目を中心に一部日下町2,-...,3丁目• 中石切町2丁目ほ

かにわたる、縄文時代から近世期にかけての複合遺跡である。音川（辻子谷渓）の右岸に位置し、同渓が

形成する扇状地上に立地する。昭和34年北石切町で宅地造成工事の際弥生土器や土師器が発見され周

知されるようになった。その後市立石切中学校内施設建設工事、下水管埋設工事、共同住宅建設工事

等で11次に及ぶ調査が行われている。調査の結果、古墳時代中期の掘立柱建物や平安時代のピット群

などが検出され該期の遺物が出土したほか、縄文時代後期～晩期の土器も発見されている。縄文期の

集落は市立石切中学校の東側に広がると推定されている。遺跡発見の契機となった宅地造成は北石切

町一帯に及び、大掛かりな切土工事のため、確認調査等では盛土直下で地山層が露出することが多く

調査例は多くない。今回の調査地は遺跡の中央部にあたる。

平成13年9月、個人住宅建設に伴い、「埋蔵文化財発掘の届出」が提出された。基礎工事の実施によ

り埋蔵文化財への影響が懸念されたため、 に先立って確認調査を実施することになった。確認調

査では基礎掘削の範囲では埋蔵文化財は検出されなかったが、地表下ー1.4mで後述の遣物包含層が発

見されたため浄化槽部分を対象として発掘調査を実施した。調査は平成13年10月4日に行った。

2) 調査の概要

調査の掘削にあたっては主として重機を使用し、遣物の採集や包含層の掘り下げは人力で行った。

浄化槽部で確認した盛土以下の層位は次のとおりである。

第1層 2.5GY3/1暗オリーブ灰色シルト質細粒砂。第2層 5B5/1青灰色細礫混じり細粒砂。旧耕

土層。第3層 5Y6/4オリーブ黄色粘質細粒砂。床土層。第4層 10G5/1緑灰色中～細粒砂混じり粘

第5層 7.5YR4/4褐色中～細礫。第6層 7.5Y4/l灰色粘質シルト混じり中～巨礫。

断面観察の所見によれば、第1層は現代の土層である。第4層は無遺物であった。第5層・第6層から

古墳時代～奈良時代の遣物が中量程度出土した。遺物の時期は層位的に区分されず、いずれの層にも

古墳～奈良期の遺物が認められた。遺物

の量も時期の偏りはなかった。基本的に

両層とも礫層でとくに第5層の下部には

巨礫がみられた。浄化槽埋設の掘削底面

で調査を終了したため、遺物包含層の基

盤となる層は確認していない。遺物包含

層は湧水点となっており、自然流路の堆

積層と推定される。

出土遺物は第6図に掲げた。 1"-'5は土

師器である。 1は古墳時代の壷。 2も古

墳時代の鉢とみられる。 3""5は坪。 3は

少し時期の下る資料か。 4は内外面とも

明赤褐色(5YR5/6)を呈する。 6"-'8は須

恵器である。 6は壷、 7は甕、 8は坪の底

部と考えられる。推定される器形や成形

法から、 7は古墳時代、 8は奈良時代に

属すると思われる。 第1図 調査地点位置図
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3) まとめ

今回の調査では、古墳～奈良時代の遺物がみられた。調査地の周辺ではこれまで調査例は少ないが憶

測を交えつつ考えてみたい。第1図によると祠心池の南辺から西へ流下する小河川が見え、調査地の南

端を通過している。現行の河川路線図で「北島川水路」と呼ばれているものに該当する。今回検出の

礫層は現行小河川に先行する河川に由来すると考えられる。一方、遺物はさほどローリングを受けて

おらず、調査地の付近に該期の集落が存在

した可能性が考えられる。これを市立石切

中学校敷地で検出の掘立柱建物と関連付

け、集落の範囲を推定するには、さらに周

辺での調査進展が望まれる。

-
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第7章 巨摩廃寺遺跡第9次発掘調査

1) はじめに

巨摩廃寺遺跡は、東大阪市若江西新町3丁目から一部同町2丁目にわたる、弥生時代から中世期にか

けての複合遺跡である。弥生中期の拠点集落である瓜生堂遺跡の南に接する。本遺跡は旧大和川が形

成する微高地上に立地すると考えられる。昭和39年、府道中央環状線建設工事の際に旧河内市教育委

員会によって発掘調査が実施された。調査の結果、中世期の基壇状の土層や礎石が発見され、周知さ

れるようになった。その後は樟蔭東学園の校舎建設工事や下水管・ガス管の埋設工事に伴って発掘調

査が行われてきた。平成13年10月、個人住宅建設に伴って「埋蔵文化財発掘の届出」が提出された。

建設工事では基礎工事として簡易鋼管杭を打設する予定で、埋蔵文化財への影響が懸念された。この

ため、確認調査を国庫補助事業として実施することとなったが、鋼管杭の根入れの兼ね合いから、協

議の上、打設の影響のない箇所(2X2m)を選定した。調査は平成13年10月31日に行った。

2) 調査の概要

調査の掘削にあたっては主として重機を使用し、遣物の採集や包含層の掘り下げは人力で行った。

確認した層位は次のとおりである。

第0層 盛土。 第1層 7.5Y2/l黒色シルト質粘土。焼けたワラ材を多量に含む。現代の土層。

第2層 5B5/l青灰色粘土。旧耕土層である。

第4層 5Y5/3灰オリーブ色細粒砂混じり粘土。

第3層 10Y5/2オリーブ灰色シルト質粘土。

第5層 7.5Y5/l灰色細粒砂。

遺物採集は第3-4層を一括して行った。断面観察において分層できたものである。第5層の細粒砂

は湧水点となっており、第3図のようにトレンチが浸水して壁面崩壊の危険性が生じた。また前記の

ようにトレンチを拡張することもできないため、地表下ー1.8mで調査を中止した。第3-4層には奈良

時代から中世期の遣物が中量含まれていた。断面の観察から第5層の細粒砂層をベースとして第3-4

が堆積したことが知られた。出土遣物は第5図に掲げた。 1・2は土師器の小皿である。 2の底部は突

出しており、 15世紀代に属すると思われる。 3-5は須恵器の破片である。 4は鉢の破片か。 5は甕で

ある。いずれも推定の器形や成形法か

ら奈良時代ごろに属すると思われる。6

は奈良時代の平瓦である。遺物では平

瓦の出土が多く、注目される。

3) まとめ

今回の調査では、奈良時代・中世期

の遺物がみられた。樟蔭東学園の本館

建設工事に伴う第2次調査では古墳～

奈良時代のピット群などの遺構が検出

されている。平瓦の出土が多いことか

ら該期の建物が周辺に存在した可能性

がある。また調査地は巨摩廃寺遺跡の

南西端に位置しており、遺物の包含状

態からも、巨摩廃寺遺跡は確実に西へ

拡大することが判明した。

第1図 調査地点位置図
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